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こやま・ながお
　カイコはどのように進化しているか（承前）　　　　「収穫ダンス」というもので「身振り手振り」の信号で

　前号で，私はカイコの進化を述べるにあたり，まず問　　す。ミツバチは蜜源をみつけると，巣に帰ってきて仲間

題を一般化するために，人間進化のあらすじをたどって　　の密集する垂直の巣面でダンスを始めます。ダンサーに

みました。その順路は私流ではありましたが，要約する　　ぶちあたった仲間は興奮し，それのあとにつづき，まず

とA～Fのようになりました（前出）。今回はそれらを　　ダンサーの体から花の香りをかぎとります。ダンスは輪

媒介としてカイコの進化に敷延してみようと思います。　　舞です。ところがこの踊りの輪の申心線は蜜源の方向を

　2）カイコの進化的位置づけ　　　　　　　　　　　示し，ダンスの速さは蜜源の距離を示しているのです（図

　カイコは昆虫という無脊椎動物節足動物門の中でどん　　　1）。そこで，花の種類とその方向・距離が知れますの

などと同じ鞠目Lepi－‘誰　 ，…　、　　　　麟洞志のベニ・‥シ・
dopteraに属する完全変　　⇒　　　　　　　∨　　　　　　　　　　　　　　　　・＾　ンは蚊やコオロギのよう

態昆虫であることは小学　　、　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　螺　に音によるものもあり・

生でも知っています。で　・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，、ゴキブリのように排泄物

すから，直翅目（．・。タ　　譲　　　　　　懸：’の臭い｝・よるものもあり

翌欝匙㌫璽・　　継　　　灘義臨，㌶㌻議慧
の不完全変態昆虫より上　　．　　　　　　撚轍、　　．　　　・，　　。　　うに体臭によるものもあ

位にランクされることは　　，、　　　　髪　　ら’楊灘鍵、　　　　　　　　專　　り，種々多様ですが，ミ

・ち・んです・　毒　 譜　　　繍聯撫・バチの・うに視覚器官
　カイコは昆虫のなかで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（形態視や運動視）を通

人間が目由に飼養できるほとんど唯一の昆虫ですから，　　じてなされるものは高等な伝達方式といわねばなりませ

見方によっては進化しているといえましょう。ですが，　　ん。情報の導入は匂いでもできます。でも複雑なものは

前述したように進化は脳の情報容量の増大を指標とする　　形成が困難でしょう。音も同様です。匂いよりも高低・

のが常識ですから，全休的には正しい評価とはいえない　　音質等を組み合わせることによってかなり複雑な情報を

と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　送りこむことができます。しかし形態に訴えるものの比

　では，昆虫の中でもっとも進化度の高いのはなにかと　　較になりません。人間の文化が視覚（文字など）に85％

いいますと，それは膜翅目（ハチ・アリ類）でしょう。　　以上依存したことを思えば，この辺のことは了解される

脳の発達分化がいちじるしく，ご存じのようなかなり高　　ことと思います。だから，ミヅバチはいちじるしく進化

等な社会生活を営みます。ミツバチについて，フォン・　　した昆虫といわざるをえません。ミッバチは●だの■だ

ブリッシュ博士はおどろくべき事実を発見しました。か　　の※印などの形を見分ける能力がありますのに，カイコ

れらには意志伝達の「ことば」があるというのです。そ　　　はとてもそんな能力はもちあわせません。

れはもちろん音声によるものではありません。いわゆる　　　　さて，系統的範囲をいっそうしぼって，鱗翅目内での
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　　　　　　　　　　　　　　　カィコガ科　　　　クした奴」と評します。カイロけ波あよい億味の奇lu昆

　　　　　　　　　　　　　　　Bombycidae　　虫といえばいえるでしょうn

　　　　　　　　　　　　　　　の位置づけを　　　繭の生物学的意義

　　　　　　　　　　　　　　　しらべてみま　　　カイコは絹糸腺増大の方向に淘汰され進化しましたが

　　　　　　　　　　　　　　　しょう。鱗翅　　　それはなにを意味するのでしょうか。i簡（絹糸腺とIlr臓i）

　　　　　　　　　　　　　　　目はトピケラ　　　についてしばらく考えてみましょう。

，・⑭．。。。、。。．。。。＿、、。。（毛翅目）に　繭酬の時fヒの保蜘役継胞てし’ます剛剛1と

図1　　宕漂の距離θπ）　　　ごく近い下等　　同様に昆虫の生育段階におけ為無1坊備の1肖費形態“Cす。

の同脈亜目とそれより高等な異脈亜目に分けられていま　　つまり自らは栄養を摂取せず・ただ体内栄6＄覆消1伐する

す。もちろん，カイコは後者に属しますが，いわゆる蝶　　　だけのステージだからです。こうした画態は当然保・・’6さ

類より下等です。多少の例外はありますが，昼間活動す　　れねばなりません。アゲハチε｝ウの順は帯1而といってた

る昆虫は夜間活動するものより商等です。カイコは蛾類　　　った1本の糸で木の枝についています。繭とは義迎にit）

ですからチョウチコウよりはずっと下等です。それは先　　いえません。しかし，その代わりに皮ふはいちじるしく

刻いつた脳の発達をみてもよくわかりますし，ll艮玉の構　　堅固です。ハチの踊は裸でまったく無防備です。その代

造をみても明らかです。いま視覚器の進化度からカイコ　　わり，しっかりした六角の巣の中に入っています，，ハ瓢

ガ上科の系統的位置をみますと図2のようになります。　　の踊は幼虫体とほとんどちがいd三せんが，朋踊といぷご

アゲハチョウ上科Papllionoidea（蝶類といっぱんにい　　外皮が硬化し，しかも土中に深くi目入して保護され81す。

われるもの）が’最高位で，次がセセリチョゥ上科Hesp一　　このように，繭はなくても他の代償的方法が獲得され・て

erioideaで，その次がスズメガ上科Sphingoideaで，第　　いるところがいかにも自然の妙味といえましょう。

4位にカイコガ上科Bombycoldeaが位置します。いわ　　　いわゆる絹糸虫類といわれる昆虫は，順期がn萄という

ゆる野蚕のヤママユガ上科Satumioideaにはごく近い　　保護衣に包まれることを4寺徴としています。この保蕗衣

がやや進化しているといったところです。カイコガ上科　　　も立派なものから粗宋なものと種類によりずいぶん‘らが

にはカギバ科・カレハガ科・カイコガ科などがふく※れ　　　っていることは周知のとおりです。ヒメヤママユ・やクス

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サンは孔あきのポロ浩，ヤママユやサクサンは風爾に耐

　このうちではカイコガ科はもっとも進化しているとい　　　えるしゅう酸石灰着・カレハガやクワゴはまるで錦人着

えましょう。カイコガ科のなかではカイコがクワゴやオ　　というふうに。

オクワゴモドキ・カギバモドキなどより進化していると　　　ところで・繭は保護衣には相連ないでしょうが・サク

いうのが常識です。では，カイコがクワゴより進化して　　　サンやウスタビガなどとカイコやクスサンなどのそれと

いるというメルクマールはどこなのでしょうか。私は部　　　は価値はまるでちがうと思われます。前2者は蝋で越冬

分的進化圧がカイコに多くかかっているという証拠をあ　　するのですし・後2者は卵で越冬するのですから・重要

げたいと思います（前号D項）。部分というのはもちろん　　性は前者にあるといえましょう。冬の寒さに耐える必要

絹糸腺，いうなれぼ繭のことです。かくて，カイコはD　　　もない後者の蒲衣の意味は，外敵の食害を遡iけるためと

法則にしたがって移動力を減少し（筋肉退化），確保し　　　休表蒸散を防ぐためと思われます。

てぽ強い納嚇をあいまい1‘し・瓢働や綱抵　　　．　榊、。婦卵ぷ・
抗性を弱めてしまったのです。こうした適応が進んでい

るのはカイ・がクワゴより進化しているといいうる点と　・　　　’輌㌶鰭；盤。、

思います．染色体が・本多いから一という人もありま　　　軸㍑ぽ　｛輪惨瓢鞠

けたと思います。そして，ここでなによりも心にとめな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ｝河e。、ソ』4
ければならぬ点は，人間の手でカイコの進化圧は異常な

篭；警竺三隠芸㌫㌶：：1欝‡　　　榊砲　ヱーw永

が，まったく行儀のよいムシができあがったものです。

昆虫学者はカイコを皮肉って「飯も自分で食えないダラ　　　　図2　　視覚に立脚した鱗翅目系統図
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　ては，繭はいったいどんな仕組みでできてくるのでし

、うか．しかし，私は吐糸機構にっ、、て云。するっもり　　　新任のことば

ではありません。繭は生体そのものの進行上，絶対不可

欠のものではないといいたいのです。繭がなくても蜻か　　　　　　白樫侃
ら噸がでてきます・鱗片もそん館匿類の器官です・つ　千曲会のみなさまへこの紙上をかりまして＿言ごあ、、

まり・生体では繭を一生懸命生産することレま本義ではな　さつを述べさせていただきます。

く・ただ自己緯の用にたちさえすれば・そ・へのエネ　・のたび柳沢魅のあとをう｝ナて輝やかし唖史のあ

ルギーは最卿・く…めたい・・うなのです．体内で　轟学部の学部長、こ任命せられま。た。とは私にと。て

竺命保持のため竺綱不可欠なも嚇U用・・それを光栄の至りでありますととも・・，・た・の動任務に私

＋孫嬬に供し岨接齢僻に関係のない噺酬物　のような非才の者がどのように対処できるか，卒直、、、、

はただ捨て去らないで，うまく保護用に廻して，まった

く無駄のない利用をしているというのが実態です。だか

ら，野外できびしい自然の風雪を経験する野蚕ではそれ

を防ぐため皮ふに多くのエネルギーが費やされ，したが

って繭は貧弱になっています。小泉清明先生によると，

薩の多いものは皮ふ保護部カミ薄く，繭量の少ないもの

は厚いという逆相関があるといわれます。

カイ諏燗が保護します・したが・て・カイ・にと　・て，ずしんとこたえるのであります。

ってほんとは繭なんかは鮪の長物なのですが・畑は　しかしながら，なんとしても私どもは全力をつくして

撫跳；肖璽鷹蕊二：遮麟㌶：鑑㌶璽蕊㌶1煙
としてこの代謝酬物の淘汰に強烈な圧プコを指向してカ　れにはまず同窓のみなさまの絶大な劫羅を鵬しな

イコを作りあげたというべきでしょう6　　　　　　　　ければなりません。

繭は緯器飾あり如上の因果関係によ・て盛され　舶身はま・とに浅才微力でありますが，幸いにも本

㌶㌶1㌶鑑おくこ；欝灘㌶懇鷺：㌫難

場場社
@國顯・任を全・・一の・撒・・お・ます・

第　第本　　　　　　　　　　　住大
ニ　　ー　　　　　　　　　　　　　宅理

∴ii講緑學刻冗
　　　　　　　　　　　　　　　原

域；撰里長鷲石
　　　　　　　　　　　　　　　糠盛七好四里健幸貞≡
　　　　　七　　　　　　　＝
秀　輝　六一和雄釜

ロ
まことに恵まれた環境にあります。

　同窓のみなさまおよび本学教職員の方々のご支援によ

りまして，この輝やかしい伝統を傷つけることのないよ

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうぞ幾重にもよろしくお願い申上げます。

小湊潔博士の受賞

場づ環長長長間　　　　審議会・鍋（二＿一。，。シア。）の結果，世聯

欝議鵜眼　2鷲鷲㌶：㌫上＿同博士は，，。

　小湊潔博士（糸4回卒，現在理研化学工業社長）は45

年に亘るニンニクに関連する研究にて紫授褒賞を昭和41

年に授けられ，42年には，これらに関する研究で，日，

弩米・仏・独・僑の細の特許を得られ・国醗明

余才の高年令にもかかわらず，自ら研究に没頭しておら

竃その間・脹としての多忙な業務にも励んでおられ

その熱意とご努力に対しては全く敬服の他ありません。

　同博士の今後益々ご健祥にてご活躍されることをお祈

りいたして止みません。　　　　　　　（竹田寛記）
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退官の御挨拶　　　　　Leedsにて
　　　　　　　　　　　　　　　柳沢延房　　　　　　　　 篠原　昭
爽やか鰭の訪れと共に洛耳臓・御活躍の千曲会員　・ンドンのキングス舛ス駅から北へ急行で塒間，

の皆様には忙しい毎日をお送りのことと存じます。　　　　丁度東京と長野くらいのところにリーズがある。ヨ＿ク

　この度私こと永年ご厄介になりました本学を停年退職　　シャー（州）のやや南よりにある人口50万の中都市。い

することになりました。振り返ってみますと昭和15年か　　うまでもなくヨークシャーは毛糸紡績，毛織物の中心地

ら本学にお世話になり・その間長野工専に数年ご厄介に　　で，大ブリテン島のほぼ中央にあり，州の面積もイング

なったのですが再度のご奉公で本学には半生を過さして　　ランド最大である点など何となく長野県と似ている。し

頂き・教職員や本会の皆様には温かいご指導ご援助を賜　　かも長野県が蚕糸業の中心地であることなど，こじつけ

り深く感謝いたす次第であります。　　　　　　　　　　　ではなく符合する点が多い。事実ロンドンや．ミ＿ミンガ

　あっという間に停年に達し，人生め短かさ，働いた時

間の短かさを今更痛感いたします。大変ご迷惑許りお掛

けいたし，それに報い得ずして去ることに淋しさ，申訳

なさが一杯で胸潰れる思いがします。

　しかし私自身とすれば学部や千曲会の雰囲気の温かさ

が身に泌みて，終生そのぬくもりは私の心と体から消え

去らないことでしょう。

　永年教員生活をしていると人間が偏屈になり勝で，目

身それが解っていながらそれを取り除き得ずして退官の

時期に来てしまいました。学生の諸君にはこうした人間

にな・て貰いたくないという標本力・纏の上で何かを喋　・砒べると全くの田舎で，起伏噛んだ磁地散，

り続けたのですが・これで教員がよく勤ま・たものだと　・一ス（hea・h），ムアー（m。。，）嚇き，羊力・鰍さ

皮肉にさえ思繊ます・皆様から大らかな心で繊して　れてぽ風景は何となく牧歌的であり，諜も。．。シ

頂きましたことを心からお礼申し上げます・　　　・一弁とやらで仲・わからない．諜から、、えば，むし

国内外誠に舞多端の折皆様には愈・ご曝｝・隠さ　疎北と・・。た所か蜘れな、、．・。、をボス，1。veをロ

れ・搬場で蹴いご活働程お祈り・・たします・　ブ，・t・nd・pを…ド・オ。プと言うの、．は面くら

脳ですが退官にあたり三申し述べてお礼のご挨拶　・た．（〈）の発音に方言の特徴があるらしい．。んな

といたします・　　　　　　　州の中心別づである．だから日本から期を訪ねる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人でもリーズに立ち寄る人はごく稀である。訪れる人と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いえば大抵，毛織物や既製服を商う人で，専ら商用であ

　　　　長島栄一先生蚕糸学賞受賞　　　　　る゜リーズ’ブラツドブオード’ハダスフイールドなど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が羊毛工業の中心地で，その他に当然の事ながら仕上げ

　母校繊維農学科蚕種遺伝学教室・長島栄一先生には第　　　工場があり，縫製工場も目につく。

38回躰蘇学会大会の席上・日本蚕緯賞受賞の栄誉　リーズ｝・M・nt・g・eB・・t・・と・・う日本にも名の知れ

をうけられた・まことにおめでたいことである・姓の　ている有名な既製服工場力・ある．日本からも多くの見学

受賞研究は「家蚕幼虫斑紋に関する発生遺伝学的研究」　　　者が来るという英国有数の縫製会社で，リーズの市内に

である。これは先生の農学博士，学位論文の主テーマと　　もいくつかのBurtonの店があって，直売もしている。

記憶している。斑紋の形成にっいて皮膚移植といったユ　　　この店のシ・一ウィンドにはスコットランドのルイス島

ニークな手法をとり入れ，その結合組織における体内物　　　の民芸品で世界的に名の知れた，ハリス・ツイードが，

質の行動を追跡して見事に斑紋形成の基本を立証した経　　必ず並べてあるが，本物かどうか，6，000円位で上衣が

緯は，学界でつとに高く評価されていた。私自身は今回　　買える。

の栄はむしろ遅きに失したとさえ思っているくらいであ　　　　リーズの町は真黒である。大体英国全体が黒く，かっ

る。深く敬意を払うとともに，今後の進展を心から願っ　　てAlbionと呼ばれていた白い時代を彷彿することは到

てやまない・　　　　　　　（小山）　底できない．そんな中でもリーズは特に黒いのである。
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暖房用の煤煙が白い建物の上に堆積し，煉瓦や石と化学
的に結びっいてしまうらしい。指先でさわっても，．黒く　　　　坂q育三先生学位を授与さる

ならない。石の欄干などは黒光りしている。近頃は暖房　　　　坂日先生は互＄蚕科22回の卒業で現在繊維学部助教授と

縄触どに変わりつつあ雛め；酷どで願いらしい　し鋤務されております．その実献人柄麟ll心煽究

が，スモッグの日などやはり大変である。白や赤のきれ　　および学生に対する親切な指蛍の故に信頼が厚く，外部

い拙働車のボデーが・無参に煤けてしまう・これだけ　からの研究に対する轍も多いときいています。

ぱ野県ではち・っと想像で泣いことである・　　　このたび最近の研究の成果により3服附・酬大学

　‥ズ蝉は諦例1心｝こ近い働剛鹸撫樹鱗に　よ隈学胴・翻麹されました。姓の縮は以下に紹
狸物が並び，今も弛設が進められている。80余の学科に　　　介するように斯界では非常にユニークな砂1究のため非常

7，000人位の学生がいる。前身は医弓校を母休としたも　　　に高くRlll価さ矛1，ております。

のらしいが，繊糸∬零Pま，1905年の大弓：発足’li沢♪から、あっ

たそうで，旧舎はゴシック凧の古い独物である。羊毛部　　　　　絹およびナイロンのスズ増量機構に関する

門と人造繊維部門とに分かれているが，やはり主休は羊　　　　　　研究（諭改要腎）

ヰi研究で，痢’名なスピ｛クマーン以来の伝統をも竺，てい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂　　口　育　三

る・学科の燃は昧の穿鞭学科例椰フ：であり誹　綱1船癒そ訓泌いよ嫡酬ll麟ぷ柑酌
座編成なども似ているが，ここには，TextHe　Design　　で古くからスズ増最が行なわオ1・てきたが，絹をスス増止：

瑚維経澱伽一スのあるの洲轍で賜醐こも珍ら　す籠雄蹴角螂勧デ・え描繍い蛾沢や‖要の強さ

しいようである・　　　　　　　　　M栴され，しかも魚糊嫌い染瀞i遊示すなどの願
　この大学には海外からの留学生（約3害ll）と女子学ノ1三　　の変化があらわれるので絹の加工法の一つの方法として

がむやみと多い。大休英固には40｝まどの大学しかないと　　行なわれている。この研究は絹の対象にナイμンを用い

いうのにこの状態だと将i来を担うべき英国人男子の商等　　終始網と平行に鍍験を行ない，スズ鵬組こより多：胞こ増量

教育はどうなるのかと他人の事ながら気になる。ポンド　　出来る灘由，増超：を行なっても強仲度や光沢など絹の性

切り下げがあっても表而的には反応を示さない英国人だ　　質に大きな変化が起らない巡由，塩化スズ溶液の性質，

から何か粧てはいるのだろ勃：……しかし繊に疎い　スズ衷妙ルの瓢課力醐勤‡行なわれ郷由など棚

私にも英国の台所が大変な事はよくわかる。繊維の計測　　　らかにした。

機でもインストロンをはじめ，殆んどが米囚やスイスの　　　　この研究の特徴は，胴についてはスズ増量が古くから

もの，歯みがき，カミソリ，インク，大抵外国品であり　　行なわれて来たが，他の天然繊維や合成繊維などについ

期鍵観つけ勧がむずカ・しい・食糊1に至っては・　ては勿諭，多孔質螺蹴どについてもスズ］澱が行な

殆んど輪入品のようである。先日スーパーマーケットで　　われることを明らかにし，スズ増量と空隙性とを関係づ

買物をしたときの例だと・バターは隣りのアイルランド　け一般化したぴ‖え｝蹴を砂糖齢してその微1順隙を

共和国，ポひクのfr｝詰はオランダ，即席スープはスイス，　　塞さぐとスズ増燈率が非常に滅少することなどを見てい

みかんのfll詰はとみたら・Produ『t　of丁APAN・おま　　　る。また酸化スズの暴色反応は非常に少ないがヘマトキ

けにこの店がカリフォルニア州オークランドに本店のあ　　シリンにより紫紅色に鋭敏な是色をすることを見い幽し

るSAFEWAYである・日本域国との貿獺は大した　酬納におけるろズ酸ゲルの瀧部位を肪か｝、したこ

ものではないらしいが・それでも同本商品が街に沢山で　と．銚1遊モデルにして塩化スズ溶液処理→水洗の

ている。カメラ，トランジスタコラジオは勿論，時計も　　操作を繰り返えすことにより累加増量が行なわれる理論

セイコPは高級品，、玩具などはうっかりすると，日本の　　を明らかにしたことなどである。　　　　　　（平林）

ものを買ってしまう。靴屋にはクラリーノが堂々と並べ

られている。そしてトヨペットコロナも何台かり一ズの　　～一一｝“…〔一一“－1”｝…一’一…一一　一一一…“＾｝｝一｛一

町を走っている。HONDAに至っては，大学の構内に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ゴロゴピしている。このような日本製品が，ポンド切り　　　　　田中一行先生学位を授与さる

下げによって姿を消すかどうか，英国人と違って，ガッ　　　田中一行教官は「カイコその他数種鱗翅目昆虫の皮膚

ガツ働く貧乏性の日本人のことだから必ず次の手を打ち　　梢亘に関する研究」により多年の研究業績が認められ，

出すことと期待している。　　　　　　　　　　　　　東京農業大学より農学博士の学位が授与された。今後益

（筆者：しのはら・あきら，母校繊維機械学科，助教授　　　々ご研究に専念されることを期待して止まない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学糸2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（竹田寛記）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ってよいnそれ程騰代の判：長も：導務も鈴：7ドさん売信じ切

　　　　　憶々鈴木教吾君　　　。た．そじCつの脚・・硫く継働い・・1輸た晒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。
　　　　　　　　　　　　　　　石倉新十郎　　　　それと同時に鈴木さん｝、削按の｝！ボド以外∂祖］に対し、

　　人のため世のため終生つとめたる　　　　　　　　　　　ても実に，克明に細部に渡ρレC熟如し・徹庇1’i勺に師Wな

　　　　　　　　　　多才の君はついに逝きたり　　　　見てくれた。ある：1：1場の労務係θy斯君が川lll㌃緒の1二く

鈴木i君は死亡した。学生の頃から思い出が少なくない。　　　ない事をミ！ll聯木社の労務｝、脚ξ告L℃いた私が川いノ｛ぽ

恥科の学生で蚕霊偲幽の建設1こは熱心誠意努力した　であったのに・繍｝1限が胞1呼ん判枇働P；川・

ものであった。当時左傾の人と称せられた長谷川如是閑　　　れたと涙しつつ私に報」1㌔し，た：｝hlがあ㌣・た，，　M郡1献糠↓

大山郁夫氏などを〕陪して講演させた。社会思想などに余　　　狙提になってから祝の：∫二場に却ミ遊，入浴の時嘱；；1三の』．λ．．梓

り関心のなかった三谷部長の顔色を百からしめたのであ　　　〔哀師も一緒になり・重1｝木さんに都が紹介『］∀膓1パ川”ああ先

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζじは戦争中卸llr奇に1芯召て御閤Sい守した911，御、‘ヴ労F農’（ヨ．’

　卒業してからi爽力を遺憾なく発揮して東北帝㈱プ＜学に　　　た．」と即座に挨拶され，大林先生｝よ只アッλノ為1ご堰1】・わ℃

入学した。そこの経済科を卒業してい母校に帰り，・母校　　　「あれぱどう蕎’う人ですか」とて後々濾“liり惜忙τ☆・㌍

の斡旋で郡是製糸会社に入社した。1噛…たって会社の信任　　　牢があった。鈴木さんの一・苗であ～㍍、

を得ると共にf葺校出身の卒業生多数を年々推薦して同社　　　今のグンゼの幹部で鈴木零んの1肱にかか！・、九L・・習け

に採用させたのである。この誠意努力に対して千lll］会で　　一人も無い。

は少々認識不足の感があったようである。鈴木君の葬儀　　　恐い節：役だったが，人なつこい人であで7，τ〕・注酩軍

に小林理事長，松尾氏が参会されて今亘ながらやれやれ　　けいつ迄も忘れない地獄耳なのに，川分がひとにし℃や

の感であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った：ドは一切忘れてし古うほどの人であった。ジれだけ

鈴禰は那是本社の重役か引｝陵産業斜1：の社艮に栄　｝襖さん｝鉄変であ’纏ll：と陶，、れ部、］1に，賦尽紳、

転した。終戦直後印度から欧米各園を一巡して帰ると間　　た。

もなく健康を損じ，医師の診断で直腸癌とわかった。そ　　　部下の長所4ご見，決して捨て》肺賭こしなか・ぴ二nどm

れを当人が識って死を覚悟し，死後の陶事を自ら処置し　　様な部下も何とかして弓位てようとした轡心1うミ，齢イヨ

たと聞き全く1陽かされたのである。幸に癌の性質がよか　　　んの苦労であったと思う，

ったので瀞養のかいがあり104F近姓徽保持した．　鍋・さんび）経編駅処し珂な1≧、ざ繍く醐、、

期間に蹴翻蜘を編纂し・ま剖鍛して針概　〃ぜの縦糸｝齢く鋼・さんによ。て出来．1、。お…時
生回顧誌をまた私の懐旧誌まで編輯されたのである。　　　那是を退めかけた石田一郎氏を止めたのも鈴ホさんで；ζ、

・死を覚悟してから超然として悠・髄の蠕された襟　る．1妬酬・長が勇㈱卿腿の鍋便であ。た聰珊

度には心から敬憲を表せざるを得ないのである。　　　　　知の通りである。

（鰭：いしくら・しんじ・うろう・元母校徽限）　綱麟鮒長に加てからの銅・さん臥↓納醗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成期にあったと思う。一流会社の社長漣に互して一歩の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひけも取らなかった。然t：それが却ってひとを信じ過ぎ

　　　グン猷，鈴撒銑生　三㌶誓㌫巖：濃驚灘瓢
　　　　　　　　　　　　　　　西田勇三郎㌶鷲漂鷲；i㌶襟蕊議

昭禰眸1朋25聯木教舐心‖齢痺の線逝戚’ll・　亦ご多分に洩れず，そ¢・損失は前記2胞｝±111定なら

71才・法名「光照院釈信教暫元居士」　　　　ぬ酬ない辮であったが．製糸から別れて悶のなし・産

〉山寺の径（こみち）デコボコ北風すさぶミ絶句となる。　　業はあわてざるを得ず，鈴木案1：長が連日ひどい下痢と押

　グンゼ（株）に於ける鈴木さんは叉字通り本社人で，　　し，薬をあおりながらの闘われる姿は見るま〔の窃て織，

工場には一度も出られなかった。一づヨも本社に欠かせな　　った。あれだけお世話になった8甥ミの連叩に獣を返す隙

い人であったと言って過言でない。4｛｝数コニ場からの申請　　　にひどい言辞を弄して鈴木さんに迫亙，奴・ソ居た、，側にい

や連絡は一噛木さんの頭餌1を通り，重役の指示は鈴　て椴劣埼捌しめたかわか臆いパ案し鋼・さ川頚

木さんの頭の中を通って会社の是となった。社長の挨拶，　　め寮1独りに受けて只の一言も言訳されず，静か1櫨：退

会社の意志表示で鈴木さんの手にならぬものはないと言　　　いた。その退け際は実に党々としていた，，
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　　ど暇の燃た鈴木さんは醐繊をうけ酬果酬癌　り・・する蜘き硫鵬穂，義嬬大徽であ。紬珊
と詞］：で大手徹徹・’・腸の癒籾蹴しく勲て　名は心ヨ・全端i・岬・42年121・125Fl・剛、、岬．　fテ年7、

　手術をうけた。2度日の時は麻睡がきれて乎争貯に立ち会　　才9カ月。

　っていた提博故中田太則1氏が失心する程ひどいものであ　　　行　事

っデこのに醐；的醐力’・た講木さんは繊かこう言う　純し砕の瀬も迫。瓢］・丙，似の鰍，1縣方面

大痂かか　ながらその者　脳く蹴られ・その1鋤∬への連絡は剛と疏よりな・・．卿て261、1通夜，27日
木さ’R肌た人達（樋・｜酬寮鞠授・大臓雄訂川轍剛よ酬酬・cける調一切の・剛1と打給
是酬脇酬「11田太郎，石日二1－…郎郡是社長等々）が　脚を2酬り肱嬬にて行なう・と齢芒しく西臓約

志亡くな・たのに一翻・・と思わオ・麟木さん峡　した・・26晒醐刺・ら・1・・心とな。て郡蜘嶋4、林

き残 G縞　　、　　　　　迎瓢蛮紬㈲回・・Fl紙洲・奇ll∫氏，刊陰，
　　∵鈴木さ疏「蹴訓礼誌：と・晒キ・トその謝・酬1欄働辿絡をとった誠・1・方紅人．翻り

惣㌶誌蒜ぽ：㌶⊇㌫蕊　；隠；漂當；蹴
りばｲ！らごが蜘玉血臓悩ん』剛批・だ寒腋だ・ゾ・・禰1・嗣剛眠継及び蹴蝋部

‡i繕i三欝灘竃i㌫1雀1難㌫驚蕊i灘鷲灘！曇溺

㌶㌶蕊麟㌶；潔1三≧㌶：㍑言1鷲⌒い出・花
もなら竺なのに虫の郷せ触様がつい噺糠の　・71・・儂捌式剛蹴・蝋。てテ。。曙干の叱っ

1≧総≧聯奮：一＿籔ぽ撚：櫟麟鑓し
にお ｱが当・て・綱ξ土からお越酬・て挨髄　力・・た小平市脚寺聴禿（・・むろ漸によ。て蹴

頂い熾∵・た・そしてこ柵9又本当の継とな・・うけた・告別・嶋定の如く・・後塒よ蝋草綱綱

・‡膿㌶罐鵬：㌶懸㌶㌶1㌶塁竃ぎ㌶諜竺
　　　　　　　　（鞠にしだ’ゆうざぶるう・細）　の順で・剛蜘捌・，とく・砿魅（元鞠幽）

、　＿「．．．＿＿＿，＿一．．．．　曙齢で周も脚杯巨｜畝の峡人介撤で列席さ樋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…ひ　　前にて焼香の前しばし故人の写真に見入って居られたが

　　　　鍛鈴撒舐を悼む　Jl：驚；；㌶≧鑑罐㌶

　　　　．　　山本岩三郎纏鑑漂蕊警灘：㌶㌫
唐突の言ト　　　　　　　　れた．酬翻喘酬露した力蹴、3。通余に逮した
、縦竺ぽ・た・5牌f麺醐・・郎訓細の錫草・者もかつ蹴蹴中心として蒜酬微㌫
遽し撃碁xによ・て竺祇急死の言トをうけた・その醐音1脚かつての郡是噺・．剛崎氏を棚窓瀞，

モ1竺頃夫人に付き添杣て自宅近くの島田医の診締上田より松關士酬釧・楓糠夕蹴同窓搬
っ鷲め易酬たが・行く・近い途があるに不拘わざ想を岨て多数の会葬舗て告別綱・冬。た．私はフジ

わさ遠廻りして偶には卿せねばと夫人の勧める唖説紅人，瑚鉄君と共臼司助。にお礼の酬をし
を却けて赴い ｱ医竺暫彬程にしきり剛旨をた・1・卿鞘拠翻に・・ぱのは，綱くなっ

誉≧雛＝麟：㌶；㌶鷲≧；藷㌶≧
蝿態鵠げた・程なく殆んど施す11財べもなく最後　給・噛訓1済ま蝋蝋あ。た調骨は，畔搬
とな・た・このはかなく悲しい遮の男蹴立胎・デ・繍卿こ抱城て暮れかか。蛾醐ミに帰。たば。

竺蝋の酬を鮒・・愛す・設・と蹴であ・た・鯨ア・蜘・制・風棚、．醐端りなく済んだ。，，繭

も語らず苦しまず近親に迷惑をカ・けず一鋤加綱ず　を引レ・た様だ。
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　居士の閲歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機もなかった。然し功：検粒経て入学：しψ二俊錫，｝：聞い釦ヒ1ひ

福島県の産。大正10年3肚田蚕専卒（糸8）。大正15　そか｝d‖臆を払っていた。》1ぽ断胞た脱）1‖1紺｝ぷ

年東北大法文学部卒。フジ夫入と結婚。大正15年4月上　　　7，代議士になった）などとテニス扮や・，てい7騨川1：覚

田蚕専嘱託。昭和2年2月郡是入社。21年10月退社（こ　　えている。

の間同社総務部長，取締役歴任）21年11月郡是産業KK　　　　晩年俳句に傾仰1していたが死の直llll］｛2月20illい’11川〔）

社長。26年12月退社。癌手術。多難時代。36年5月針塚　　同人会での「lll時や径（コミチ）デ∵！ボ：」北凧（・、㌦川

長太郎先生（その伝記と追想記）の編集委員として釧骨　　すさぶ」が第一席に当選，しか‡，1二れが絶句とゐ：一た，，

の編集に当たる。38年12月東京地方裁判所民事調1亭i委員　　　君の性格は誠憲。念の届く人，努力の士，・・苗1顧ll’rl，｝S

に選任，硯職のまま死去。迎族は君が一日置いていたフ　　　骨，役割はシテでなく脇役がよいと断じ℃け1九↓ilい「ド㌣

ジ未亡人，三男三女あり。子弟は所を得て後顧の」息いな　　居士は苦笑しているか。

し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火練忌

　君が上田に入学したのは，サラエボ事件に端を発した　　　　43年2月11日は居士の澗i中陰に当る，、W、もこk∫詣り嚇［．

第一次大戦（1914－18）の終憶の年大正7年で生糸は外　　　た。くつろいだ席で禿師の臼く矛へぱ頂いノ：：布力耐L澗的（、ll

貨獲得のiiE座と騒がれ戦じ・は終ったと謂え戦争蝦気¢）さ　　　碑建立の資．の一部に鈴木鋏へ贈三’たと，Wかじ1∫じへの繋

中で上田に笈を負って集る学徒は全国に及んだ。然し大　　　挙は災に君の徳塑に区1る。此のrl窓外賜光ある電、ζ1くパく

正9年頃から生糸は暴落して凋落の影が見えた。君が束　　　腱i前の白梅不1！L9・くらみ故人の1’］離れせず1眺厨，た℃｛‘；・ろう

北大に入学したのも君の将来の向苦心のみに因るとは考　　　と胸にしみる。文の拙いのを謝まる，　「中n｛liた剥

えられぬ。昭和2年郡是に入社21年迄最も難やかな時代　　　や梅三三分」これ7もマズイナと居士は笑リピい）1，か、，では

で恐らく君の永久の記億であろう。郡是はその伝統とし　　静かに休んで下さい。

て特殊の経営と確かさを持った特異の存在ではあ・：｝たが　　　　　　　　　　（築者言やま4）と・いわさぶろう，〕籟7）

何と言ってもまだ田舎会社の凧があった。琳が入社して

最高幹部の方針もあったであろうが，邪が俊敏の判噺｝こ　　　…．　1’

よって有能の士を続々迎えて新たな陣容を布いたと見ら

れる．離細の隆盛の中卿。麺したと言うのは1障　　　　碓氷茂君を憶う

であろうか。凍北大入学から那是入社卍で恩師針塚先生

に釦所翻が魅の追想記に｝男らかで謂がよき1繰　　　　　　　　香山清和

を得た事は一生の幸福であった．“　　　　　　　1月17｝－1，刊禽脇局からr6111獅が死んだという

　郡産KK退職後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風評を聞いた力事案か」との翫話があった。寵］rにホの

　昭和26年郡産社長退職後程なく不治の病と謂われる直　　　話なので短刀直入，口i［接確めるに限ると思い．i・．連，｛llli氷

腸癌におかされ郡是病院に入院，前後3回の難乎術をう　　君宅へ電話したら夫人が1：llて11月28日心筋弱塞にて怠死

け6カ月近い闘病生活を送った。然し不思議と全快し，　　したとの返事にびっくり仰天した訳である。直もに岡級

爾来16年間とも角健康を保ったのは君の不屈の精神と賢　　の3君へ電話で通知した。浜桑1は人から聞いて弔電6ご打

夫人の健康管理の賜と思う。38年夏頃か西田君から鈴木　　　ったとのこと，小松君からはどうするかとの促託がもり

さんも大分元気になられ，針塚先生の伝記も一先ず片付　　宮本君からは東京で同級会をやり…岡で弔問しようでは

いたので何か仕事でもあれば健康の支えになると思うが　　　ないかとのハガキに接した。碓氷君夫人，冬子さλ、、：・ら

との話があった。本人が希望なら裁判所の調停委員でも　　は僕の電話に折返して印刷の死亡通知が来た（同時に各

やって見るか但し全く奉仕的な仕事だが・という様な話　　所へ配布されたようである）。電話の後，直ちに弔℃，

からその年の暮に一般民事の調停委員に選任せられた。　　香料を送付したのに対し夫人から礼状来り，その中に，

君は熱心で非常に興味を手寺ち事実健康の支えにもなった　同1日まで電話で本を注文したり日旨己や歌鰺、三｝・いてお

様に見られた。　　　　　　　　　　　　　　　　　りましたのに……あまり突然で」と書かれてあ・うた鼻

　その人となり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僕等紡3回の同級生はもともと母校随…の小人数の上

　私が君に初めて会ったのは大正7年4月の末頃かと思　　に死亡率も商く，諜強く生残ったのは5人だけとなった

う。学生控室の角火鉢を囲んでの出合いだった。鼻下に　　　から小人数のせいもあり互に仲よく行き来した‡，のであ

少し髭をたくわえた妙に大成ぶった痩身短；脇吃音では　　　った。その上，僕の発起で33年3月別所湿〕1↓で同加☆を

ないが東北弁で少し早口で1⊥1羊を思わせる様な風才が第　　　やって以来，あまり長くも生きられないから毎年輪番で

一感だった。私は蚕の2年君は新入でジックリ話し合う　　やろう，妻や家族も加えようじゃないかという事になり
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34年4月詠瀞鱒剛］ll5へ・レ・セ〃一・35’1嗣J経瀧鞠・れた．鰍縮は丁庁1眺、絵，鞭鋼麟

燃酬郷で幽1継，3綱月・小松茱洲郷で上　組合鰍連合会・鋤され，鋤たつ舗《・熾靴よく
・㈱疏37年川兵酬幟で倣蹴というように　継経瀧つい・c酬された．又刊1会の｝ヌ臣醐蹴，

鱗銚しソ・の酬幡賠・て蛛のずぼらと一巡し　刊・1・・，眠庶醐な醐重1い1脚蜘肋よう隠力、

たという心の弛み淡の入院綱rぷ糠人の燃など　れた．｛難搬糠後，隙蹴・1・塚蹴醐務しその

鰯咽唖びた・そこへ輸うヒ生の麟記念馴に｝巡　噺搬の下宿ヘー泊し，その櫛・が糊∬蹴酬沸

し囎と碓欄の仲が不円rl蹴剛絵を聞いてもli佐　ているのを見倒鵬る。｛奨醐蹴瓢恒搬へ菖狛

刀棚咄肌ないの“瓢いかと酬されたの』C班に延　蹴る蹴隔た．それ以細麟で」、元1ミする雛融

肌た・それ剛眠のこ］妥鵬・得・解決硝り39・脚　蝋内酬酬搬へ端。魁のである．ll㈱、4継

月8鵬眠と」・京珊氷糀灘1鹸い円満1澱珊　は満り］・1へ鰍したので靴1よ蹴にな。た品購1蹴

欄から1轍会醸んで川胴鵠嫌ホ勺を継脚あ　く洲！姉の　1糠舳、i館に醐して蹴れ♂，．終轍瞭

㍍斯1て銀刷1測込み蹴・た゜パ1ミが幹：’肚し・陥ξ糸i蹴蹴剛醐匡ねて祉錨梛問E［1燃士
て第6回1轍会拠41三3）1蹴翻ぱq　1　…した洲1・氷　・蹴大・・1・1撚とかの棚・、別外桝1減移1、1三1除、，…1・・n

猶加急に当1帽C・て「紹・遅泌」と蝋・随　靴勧プラジル］〉沢』・靴糊II剖込杣ブヲジ，、，

よこした測蹄頗力’・た・魍1‘図照｛洲腺で　パ沙アもフ…九チ・等の南端1，1鰍：淀澗。。

鯨紗1刺・：で獅されたぱの胴石ll・氷鋼・出胴　イ藪頗糊記鋤n聯は珍しく剛翻測、，聞梱繊

肚云いながら「姉働写・行城副と剛暇よこし　継とじげラジ・・吐1剛入の触蹴さオ、ナ、り魂

恥なか・た・脳・て蹴｛ill・糊に会・醐」・39年澱　に鍋の学日・を獅・げラジル概叫1醐端、，遂に

俄な・・た訳である・・の時は珍し輔澗醐ξへ紅　は味麟げて灘篭される酬を立てられたカ・そ畷中

杣との強いての勧凝・で・浜氾処敏乱た後1・ぱ　止さ醐年酬1酬谷川、働蜥継オ、クリ＿ング

三％蜘洞遅く翻・為め・‘陰欄から紬・ゾ・・鰍業を㈱・る酬酬と同居され。イブ，印　嶋別，事

魍1地行バスは岬1タ忙なくなり・バス蛾伏蜘｛継　に働：された．微鰍大棚難か紡ないカで、bるが，

酬くハイヤーを拾〉（F卜i喘帥酬湖澱・辿噺　君ぱに順か｝ナて肋劫をか杣ない加溺直御超

いた・この聯め殴人熔・た耐税で却し還　然とした酬い腰はボサボサ漁麟の蹴触遊
服浅「・1線で舗力9姻ので」醐5岬肇いill・繍に　肋せるようなタイプで，その上澗しプ抽也味であ，

舞納されて賦漣鰍見駅まで送・て頂いたの澱f受　たのでこうした腋蹴仕・ll・は縫り幽でないのでは

とな硫訳である・　　　　　　　　ないかと思。，たりした。
獅君は小畷業’搬（現上聞東高等学校）鵬・・ド　齢醐が遅矛・て28・1・上働ら帰国したが鰍の所在

搬1年醐され熾・雌へ入学されたので同紺最　地上凹｝・楓でい7、ので君が上田へ来るとプ、髄絡勘

醍であ・た・学生鰍囎｝牧浩年であり醐聴　り醗ぷ1蜘燃麟で会。た．然し郡泊る処が
に酬継持たれ培栄・堺矛‖彦汕川酬暗誤愛　あるし僕の融醐随（継辞、矧払。て細へ
読され・大杉栄が糖され剛・・蹴憤酬されていた　移転した）で鞠まであ。7、から泊ら才、蛾は畷畝

のを覚えている・斯うした諏酬な僕は鋤ら泌ま　か・た．その卿ま若い蝋の恋酸主材とした酬伝

まに彬栄囎書や名前を疏た力凱3の蝉雛購　を当地醐誠力・ら出版されその馴綬けた．浜翫
入したものである・在学中に恋人を持たれたよう嬬も　の1嘔が起きてから醐繁購の訪問践｝ナた．そして

ll臓・僕等が3牲の1・寺・・年生から綱科畷褒　39・i・囎と酬会いが終止符・とな。鰍である．然し君

習祉働の罐があり（この運卵ま成功した・当嘩　の罐を酬してや。たのであるから恥醐の1陰から

鞠は綱実髄や・ていないと・・う点馴かに不公平　劇1じ（く晒い郷であろう．幽1識に｝洞級生と

であ・た），麟は直ちに蹴した洲i庄溜のみ「蹴で　峨際眺か。ヌ・僕も母校に蹄鏑珊在も上田｝、住

あり・報やらない事であるから一・度は醐し筋がよ　んでいるIRI係剛縦間の連絡眺を，沁として動いた

凶と酬された・すぐ↑胴する1踏に対しぷ搬出　ので6｛1…とも・間多く会い従。て央人を女台め撚の方。と

身という事もあ・た馳嬬力ご順にも一一助聯泌　も最醐しくしている蠕じて・・る．そうした点か蹄

奴地た見方をす緬硫し斌のである・他にもい　㌶珊瀧rとの陥が最蹄く，特にご家族とは夫人
ろいろ漸勘・たようであるカミ在学幅君とあまり深　にた・・プd回お会いしただけで更嚥、、ものであ。た。

咬際はなか・たのであ勤よく矢眺か・た鵡麟　恥く鉄人はお会いしても1蜘顔は言己憶されていな、、

繊沙し長蹄如鍛醐めて・囎は妖c麟　であろう．7酬した醐会にも他の夫人剛回も蹄



⑩鵡．169　千曲会報　昭和43年4♪」1rl
されているがli鰍ヨ！夫人は一度も出席されてい加・。そ　にお悔みのた瑚｝、i院へ川」旧で行く、，洞；ぽ鵯1｛i；、・」淋

　れ故同級生との関係の浅いことは僕のみでなく誰ともそ　　　君，富岡謝，西川君が来られていた。奥磐バ外親旅い方

　うであったのではないか？　君は同級生の内でlllli　l人の　　　々にお悔みを述べ遺体解剖の潴Ψ「の癒1織・．，暫くして解

大学順であり（それが去nって僕等との間に紙撤の隙　音l」もすみぷ1柵酬’1の」鮒描・，簡1・1川蕊；川，．鰍

　を作ったのかも知れない）も・♪と偉くなるべき人であり　　られた。間もなく母校より柳沢i噺｛長外2ノノがU日：り

　ながら埋れてしまったような気がする。』業系の学校か　　　自動車でかけつけられフノ1｝：を先生ノ∫にお舶いし・C．・た｝・

　ら紡織という工業へ転じたがやはり提業から訓iれられず　　　吾々3名は病院を辞去し失．々泊宅に帰・1，こ二、｝㍑した、・ii

　農業系の大学をやった事も多少損になったであろう。誰　　　「1遺体は東京で占i・毘に附吐られ細；川1”帰ろ1烈パ　》1”た

　も現境に不満を持たないコ皆はないであろうが特に君は心　　　のである。

帥にそうした鮒が深か・たので瞭いか。鞭会う　中、㈱剛綱川［はり緬の／．，繊1秘叩胞　戸li

時銅んとなし醐蝸翻‡し・さ酬じさせたの畷の　・・：力瞭・1・であ。ナ，が11脳酬1侃，川凶くη：、，元

みで願いであろう・死亡通姻・貰わず，ご遺族からは　・ター病院に入齢」銅，腋受けい叫ll鋤胞従

無視されている1謝．酬・・出細・くの砂し川1脚・い蹴1、涼け、・・で踊蹴漸，1脚醐W、、，：欄乏

f疏のように思わな・・でもないカ・・それでも僕槻欄　86・・旅輪繊していノ、の舗～1，，，11肝ll」小｝齢1、・，

蜘・てい鞘で紡と韻して眠て認耽糊瓢　酬♪凶鵡撫陪疏久し劇に帥網r、i胤舗
る・そ轍・艦欄・：が粉でなくそ吐f・∫怖とい　遜病、ぷ・綱・れ緬媒昨1・岡榔、㍑・溺s

う欄を縄しているのでr微い繍・腿・てい膓5　の刷編いcくれ～・が，d噺剛榔，1繊蹴1泓，三

処偽るかも知れないがご“疎醐う1熾蹄㌶・，あゾ・れて肋くれ融・吟といて蹴獄1，、愉考は轍

ら紺を抱きなが駄を妊うと努耽・う溺し綱漁　し批・いと諦めてぷれ煽・頗緬鍵蝋、｝珊川L

猶醐よ，あの伽大いに翼を仲ぱし思う湘騨躍　蝋態軸泊パの1紐ぽ、村，、蜘，，」、1融

せ凱よぷ麺れて肖きく聯・醐蜥るものである．　聡鍋溺漸誇．ヒ，郷嚇嬬触、、ご締ぽζ

，竺醐で毎剛級会をや・てい綱綱・述べた　1晒嘲・セ・・珊1弧蹴蹴，。，、烈ミ
竺年は小松簗瞬檸となり酬の拠かでf∫なわ洞　・・馴酬参し、・稽・び酬炉旅酷、，肋蜘既，バ院

蹴・ていた洲鯛・蹴去され㈱隔㈱・あ　嶋・と卿珊・ε、・そ岨W。。。，醐膓；ll，帥
曝畷廠あるので浜君・刷ミ靴欄した畑覗：（階期・。た．折肌く・柱んはこ，不悟ふ7、、、理
を得たの D竺の分剛…醐・柏囎本酬玲事人だ迦・加のii蹴しllぽ。ぽれ・激1励、，，。
で5剛旬諏竺同級蜘・1膿碓溜酬・脇　・糎・囎・彼・購細…はう、組轍，刷茎
に渋した・この『襯は改めレζ醐会記艇して多棚　・1・と・1・舗て厨、訓、繍・、卿ら陶1｝1膀ピ耀

本君から鰭があるものと信じ・い・・　　　そうだね」と酬・て・。ク，した．繊繊㌫、1。

　　　　　　　　　（鏑：バま゜きよかず・綱　1・・締剛かされておらなか。た洲蛾燗ll麟し

　＿．＿．＿＿＿～＿一一＿＿＿　．　て蛸別よ胴ゾ・で踊ことを澱’ご編て靖恒・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私も5聯1の捌類ん・う；肺ガジ待術をされ1ケの　恒ピ

　　　　　故中繊君を偲びて　繕ぽ：憩麟㌶蕊蕊；‡
　　　　　　　　　　　　　　　馬場長市　融したのであ・たが咋え噸働臓蹴ヨ・聰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　像も出来なかった。その後谷体は順調で泣）．・たの・一再さ

lE卿日の夜’小減翻・う蝿話で中蹴う洲捻　んは瑚酬；　に繊へ鵬」ぽ、る酬畑膿然ヲ丙

変遂に氷眠され≡遮あり・まさかあ呪気さで徽蜘鍛して此の1燥。たの・轍：、．綱、硫、は

途上にあ・帥麟が細芒購がないではないかと思　；たに上1肺に合併され蹴・碗‘剛の贈・，齢納

いつつもや・ぱり繍が厳《蹴敵あ・たかと諦め　小d・吐蹴と聯醐1であ。たが刷，もξ献よ、，醐

ざ至を竺か・た・丁度1力肺∫の・工胸・に曜醐　…一・であ一たか滅・細・脚鑑ミ。纐、・ぷ、

の酬に接し・夏に12∫125⊇大熾蹴網王剛　鋤・ラ・・編されデ、！・し・お．7、、，・砕，と□1，1

去あ・ ﾄから働5日の翻び止ヒの逃鞭齢り・鯉中・1恨験のた酬課後の酬鮮鱗同、｛杣誌、，
なる吾蛸辺の禅続きに姓の炎！轍蝋ざるを微　・綱↓しく遊・・だり，共に鰯、、徽酬．いぽ

かつた・翌31印ま却餉で｝まあ・たが築地のガ・セ…　｛劾少剛代の鋼ll酬しいものとな，、た，、軸・〉

’徽に巾繍剛骸面働たが剛さん外納の…　上1蹴て卵眺・人粘3細㌫・，㌫活三1：
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ブ・が此の間私は汽X随学・彼は副麟i通学であったので　～iど｝の病酬て朕する1こ至・ぱので繍。せめてあと5

迦判の出合いはなくなりた・昭加イ図月共｝却瞼に　～6イ陶現職・c湖肌て戯いたカ▽た．糊珊局釧肋

i隔繊に14∠剛1学び髄共にしたクラスメードぐ～助　棚臥学灘1の1酬1のとき彼国♪後・・醐端．．て蜘・

幼’1’の時から遅（“1「すむ）ちゃん・長ちゃんと呼び合り　　たかったがノ浬は摺しも不可能となり，淘に惜しい次溺

たf巾である。退ちゃんは子供のll！rから学科が良く出来，　　　であZ：，　r，

　に数学が得意で～｛～…た・常訓溺加靴績で小学脇中　　ll姻班しの馴：川r噺幽醐則・1の日1賦で言撒1珊

学，瑚1［1と順jl帽齢1澱を纒酬：1・噺で糠後四木i’↑　るく，麟か」淑・あ一た。・’ノぷ苅’1勺鮒1格で決じご

に就職した。i艮i林省ではやがて洞il拠理の仕x情さ》して　　愚痴祖こぼさず，友人に対して測：ll℃あり何かとこ富め

おったように記憶する。小盈がグンぜの塚r一口蹴拍1制1　　に吾々学友開θ戊既1階してくれたぴ」aC彼が川妃功｝パご

砲t則恕に劇木］焔iとして鯨より11撫ば来た・・て　軸，ぽ，ヒ1、間判・搭炉ト　ぷ．1・砕職　二餌II燈

今度こそ時題えるli隠力ぷ：・と肋だの翻ミの肌川　であ・’ヴ・。：肋晒杖も姻5に喘柑ぷ縦・合い，

献覗召にあいド1泌別・別れとZ㍍』cl跳。た。　　クラス・一・以・1蜥ll噺係ぼ1：ヅ（：くれ頗るf史利・（あっ

　除隊後は胸翻！牒に帰り，1旧もなく朗拍¶1瞼¢）；治巳　　た湘よ鵬、瑠に堪えゐ：い。今や彼亡き後は実に淋しさを党

として同窓の世話花～礼，その倣腕を認め摩）れ側校θ凋i：　　え，llllか工本柱が抜けた！紅1．がしてな以も二い。地下に眠

捌蹴に採川され…5に紗疏桐鋼ら図！陀結じ山：　翻醐1に蜘ゆ心を捧｝」％と共に川ゆ贈召郷iバ（
度母校にガ肋事捌蓬に栄進し久し振りに郷盟の白1勧・ら　　やまない、，　　　　櫛：’いばば・7，」．うい竜），糸16）

通勤出来るチャンスを与えられることになったが遂に不

「
養蚕工場の誕生．〃

機械化養蚕への出発〃一

弊社が既に完成実用化した自動飼育機械

・壮蚕用自動飼育装置

半自動式……1人10箱担当，協業経営用

自動給桑機→蚕座まで，一連のコンバイソ方式

・稚蚕用簡易給桑機

飼

従来の箔飼い，箱飼いの給桑自動化　　　　　　　　愛媛」紘見町養蚕農協（本年3月設置）

・自動調桑機（壮i蚕条桑用）　　　　　　　一

　　　桑葉櫛り式太条艦　　霞難繍竃ξ鷲驚業試験場の

・自動大型改良到桑機

　　　大輔用蹴倍以上　（S信光技研有限会社
’その他各種の鏑機械器具の受注を　　長野工艮上［，喘川66麟通り朋）

致します。　　　　　　　　　　　　　TEL上田⑤7135◎0031（夜間専用）
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の時間」ばかりか，ときには休日も，　一といっているoサラリ｛マソにもこ

いうなれば1日24時間，うまく配分し　れと同じことがいえるα）でけ：なかろう

　　　　、　　　　　　　　　　て1ヨ己啓発に時間をさかないと，追い　か∩

巣立う学生諸君へ　　　つかなくなる・　　　　　　　　　勿諭・それ・ばかりが人生でけ／・こい・

　　　　　　　　　　　　　　　大勢のrllから「伸びる社日」として　人それぞれに生己…1・揃も，杉え方も違
伸びる社員の条件　　　自他ともに認められるようになるにはう。与えられ川肋：と給〕・枇1rんじて

　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　」　　：　・　　　”　　　1

醐につけてはいと縫者・なオ・絆　　　　　　　㈱に・蹴て　　　1
い・とされている。　　　　　　　　i　赤い夜光に照らされて　　　　　　保護せねばならない　　　　　　1

は二㌶㌶；1≧昆：竺麗i6麗：二1：《………　ll麗蹴・肋い　i

い技術鞠緯酬・遅れず魂川藩・舳の・・テ・・が　綱靴、つ，、た，してパ

i灘嶽議（璽璽L三llil二二二　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一“一・■禄一識x・鍋臼垣．一一ロー・坊隅“一情一問一胴開垣一■】■■●w肩一鞠領蹴匂吟

　　　　　　　　　北　野　三三　郎　人並の努力ではできζ，ことではない。　Ih活をエンジョイするのも結構だし，

　ミ自分のfl：事にかけては，撤内ばか　人並のことしかしないのでは，いつま　それも人生の生き：方の一…’である・・し

りか業界にもひけをとらないベテラン　でたっても日立たぬ存在で終わるのが　かし，熊戊1三1．硫となりつのあ～ll日本の

スペシャリストになることが最低θ）条関の1⊥』夜おそく丁硬専門訓諏瞬ll企業で臨アメリカ〕二卜1様に，そうい

件であるミ　　　　　　　　　　　み・自己啓発につとめないと，一・人前う人ゾごと・は与え1：。れ7，二｛1：事だけと：1果ノ1こ

　創造力と行動力があり，その人の適　とはいえない。少々苦労をしても，少　しておればそれで・ヒし・のだが・もしも

性をフルに発揮して業績を上げる社員　しでも」11く頭角を現わすことが先決で　「伸び～：％ll員」在めざ寸の㌣あオしば・

　　これが現在の企業が最も求～～）てい　ある。フランスのある学者だが，森の　これからはやはり人一・・倍のきびしさに

ぞ）社員だし，そうした人こそ，企業で　中で・いったん他の木より多少でも伸進んで立・二）こ～二驚さi：悟しズ℃けれ械え£る

は放っておかない伸びゆく祉員といえびられた木は，こんどは太陽の恩恵を　まい。　（憤11；：5たの・さぶろう・

るだろう。　　　　　　　　　　　一乎にうけてグングン伸びはじめる一　　　　　劾14，村川機械犬川尤1粉

　とな牙しば，今いわれてい｝ζ、ような，　r－　輔白一゜一’蝋扇一日一゜一培一・一一一・一頃一否一・一・一・一領一亀一・一・一鱒嶋・・一・“・一゜一…帰鰺一゜…ρ一1

勤馴蹴酬・・1・・卵柵・・｛新櫟1、に、。くることば　　　　　i
働けばいい　　とする「遅れ寸㍉休卍　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

馴剛の三ず馴・な…コ　　　校　　門　　　　1
ム型・レジャー型では心もとない。やl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

低の必要ｱ件といえる・　　小客悦、繰の接点が　　醐と静、上の酬が　　1

たり醐と．それだけでは・・訂　　　　　　　　　　1
雛たて・いか・してその脚：轍評鋭醐・刺されな・・ら　　暑け梱ふくらみ　　！
酬化して灘を獅軌また業錐責1校門が立。ている　　　寒↓ナ繊しぼむ　　　｛

；嶽難1難ii難i煕㌘を　＝㍑㌧ぽi
鑑L㌫《ζ蒜蕊i伝えてい・　　あ。たがた蹴。……．……
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　　　　逆境を克服した人　　　家であり’今も続々と新築している。国際観光ホテルを経営してし・るのであ

、，

@荻甦治慧≧瓢隠；霊㌶灘麟麟ご
、、」瓢の巷の ｲ・一綱ll堺の鞠を同盟をつく・・1三1ら鍛踏・て出・道後撒の一1棚のホテルをつくりあ

1：　㌫1謬　》蒜漂1㌶㌶；、1　㌶＝㌶：聯
｜！の竺減㌘1些とはニー剛を・てい…そ・て蹴で輌・・勒はが蹴馴艮、，、人眺々
ノ’リ・峨何椒綱）るものであり，績紺・え・くれ・聯搬ぴ力逝蹴酬会で。。、、縮．で熾し。、、

ll亘唖竺醜雪促じぽの・品・…この・う剛蹴・』…燗く・・…こ・。肌い。

・膿二㌧1≧；㍉蹴㌶㌶1㍍三：鷲　　：蔑

麟1二鵜蕊㍉芝驚謡驚誌籔：籔⊇嶽
繰灘懇鍵ilil　璽ill欝i灘雛灘竺
竺靭よ鋼から秀才が鱈り・蹴㈱・必ず一流会勧鵬轍・昇坐きられ・、・部。．・た鯛、モには

馴閂ごであ・た珊君は級中られ・瓢赫・・と・・蜘1・賜すい・聯・噸なさ岨。興洲

嶋されていた・≡のい・・こずらは誠崎氏鉄継珂・せ輔起・て立ちあが（継おぎわら．き、はる，巖

に麟㌶織‡繊：㌶籔音ご＝：　繍・一教授，糸12）
に不慮の災害にあい・奥様や兄姉達の四国の田舎にいることを私は戸を大に　パラグァイ寸信（その1）

必死の灘の唱提しく鏑・光をして全聡生に知らせたいのである。　　　　鈴木彦佐
～こってしま・たのである・繊の継光・り蹴・て剛幽繊・た人今・は・卿，・本を蹴、てか

蟹竺熾ま燃として郷里唖紬剛にいくらもある・とであろう．・乍らもう・…なりました耐米の鋤

に駒・醐迎継の暖かいは臓・臨牙1雛↑国の問題に独加挑戦しで蜘36～37・、の内r鯉タ〔働下，

しによ膿業訓心とした貸・諜趨繊の労徹繊して吉順澱綬大鰍酬始」桝で諭で伽てお
むように緬た・矧された氏は目ら凱た鶴康平氏も和秩人の協加ります。

竺とることも出来ず・・れから剛より・の継をなしとげ・百く臨第・朋・］6泣・聡は，3月，～

様の並はらぬ翻と協力力撫・た搬の鵬宮噸の働も・れら｝・9ぽ綱22～23F，で．ヒ灘完了は
のであ Oぽして常人でもよくなし得・脳とも鍋な喉敬ある・また1毛した．ほ。と噛ついたと、ろです。

ない蜥な働：をつ引ナ・いるのであは兄腋溺ド常に深く冷兄の傾を才・どろいたことに，病蹴どはみたく

る・かたわら襟事業に献き垣↓献吾刷のように案じているので・鰺。も疏ないぼの撤績で浅苔‡なで

をしている・搬同君から纏汗葉令刷甑は（間判継そ糸官界にきばえでした．やは拠女地には禰

達人氏に送られ蠕・醐一負1端己して入り酬課鉦剖・幽繊卿のがいないのでし。う．用いた緬｛ま片
⊇・怜・榔・）恥・1蹴1一卿貸松・Llに加卿・1で端後轍で揚ズ↑・、2撚手6でした．　，　願も，．、ダ
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“翫　　　　　　遜騨　　結果が得られたり・時も和月艮姿でいたら・案外膿い鯛

たり。そのことはそと思うが・リンゴのように赤いホッペ

れなりにうれしく楽をし・ミニスカートなんかパーパーと

しいことであるが，　はいたりしていて・現実はままならな

何の傾向も示していいもののようだ。

ないデーターがでて◎私に夢ってあるのだろうか。出世主

来ることはガッカリ　義てみるためには・あまりにも先が見

である。意気ごんで　えすぎているし・「ベトナム戦争が終

始めても，実際には　りますように」と言うのもピンとこな

に近くまあまあというところ。　　　　「ムダ入分」とか言って，そんな場合い。前に私を育ててくれる多くの大人

　飼育叩は毎日50人位が見学にやってが多く，とかくそのような時には時間達に対する何の心置きもない感謝の喜

きて応接に困るくらいでした。第2回をダラダラと無為にすごしているよう　びの中で・生活を送れたら幸せだろう

目のテスト用も609着荷して目下催青でたまらない。最近専門に使い始めた　ナーと思ったこともあった。現実の間

中です。3月20日頃掃立の予定。第3　ミクロトーム（電子顕微鏡用超薄切片題に対する不平と不満のうじうじした

回目は4月下旬掃立てることになりま作製装置）はひどいジャジャウマ美人中で・時とエネルギーを失って行くに

す。忙しい日がつづくことでしょう。　である。気嫌の悪い時には，汗をポ戸　は・学生時代はあまりにも惜しいと思

　私は農場の宿舎で起居していますが　ポロ流しつつなだめてもすかしても言　ったし・少なくとも単なる反抗心のみ

食事が全部日本食なので本当に助かり　うことをきかないが，一且調子にのる　で動きまわることにはいいかげん疲れ

ます。近くの川では，体長1物位の魚　とすばらしい性能をみせ，うすい切片たからである。しかし・現在「今の学

がボンボン採れます。5月には私は単をつくってくれる。その切片を電子顕生達は…」に対し「今の大人達は…」

独でブラジルへ行きますので，蝶でも微鏡でのぞくと，細胞の微細構造が明　とやり返す無意味なことは避けたい。

採集してお土産にしようと思っており　らかになるので，文句を言いながらも人の無心は顔を見る時，人間が騙した

ます。　　　　　　　　　　　　　　ミクロトームを大切にし，まつわりっ　り憎んだり苦しんだりみじめであった

　ここはそろそろ秋に入ります。ホタ　いてもやるのだが，決して好きにはな　りすることが不思議に思う。しかし欲

ルが飛びかい，珍しい野鳥がたくさんれそうにもない。　　　　　　　　と言うものを思う時，人間はどうした

います。クモ・ヘビ・トラ・ヒョウな◎多分恋っていいことだろうナーと思　って孤独であり欺職とか虚偽とかから

どが生息、し，まったくターザン同様の　う。鳥が空を翔けるように，感情をは解放されるはずはないとも思う。そう

地域ですが，邦人の方々の真剣な開墾びこらせて生きたり，情熱にまかせてかと言って，私自身神とか自然にすべ

への努力，不屈の闘志にはただただ頭人間である限界以上の固い誓をたてたてを委ねて生きられる程に素朴で謙遜

がさがる思いです。もう10年もすれば　りして。「信州女性っていいよ。イヤ　な気持で生きているとは思えないし，

きっとこの苦難はむくわれることでし　な人にもあからさまなイヤな顔をしな又自我とか自分の判断力に全面的な信

よう。　　　　　　　　　　　　　　いから」ナンテ信州を垣間見て来て教用を寄せることもできないだろう。こ

　近くアルゼンチンに入国して見聞し　えてくれた人もいたが，この5年間恋こでガタガタ言っても始まらない。今

てきます。　　　　　　　　　　　とは無関係であった。今になってみれまでの生活は，人生の傍観者としての

　（筆者：すずき・ひこすけ，片倉蚕ば少しは残念に思う。訪問着とか何と　生活，例えば訪問着にしみているナフ

　　研からパラグァイ派遣中，蚕26）　か言う和服姿はいい。似合った人の撫タリンのようなもの，これからは自分

　　　「パンと恋と夢」露芒議乞欝i璽麟麟繋鵬鑑；：㌫
　　　　　　　　小林公幸の求めるのは，こんな情緒的で歴史のだろうか。その時のことは，その時に

◎実験は現在の私にとって商売の一つ哀歓の伴った世界ではなかろうかと思なって考えよう。夢，どうしても無味

である。「自分の好きなことだものイ　ったこともあった。和服姿はいいと言乾燥に流れやすい今日の生活，自然と

イでしょ。心中する気でやりなさい」　っても，多くの場合見たのは和服であ親しめる形で進めたい。

ナンテ実験と恋人を一緒にして，シリ　って着ている当人の顔を見たことはな　　　　（筆者：こばやし・きみゆき，

を叩く人がいる。どうも実験と言う恋いが，顔を見てまれに覚えている人と　　　　　　繊維農学科大学院生）

人はムラ気な奴である。予想どうりのバッタリ行き交うこともあった。その
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1蕗．董蒔擶1警繕蕾i翌灘1懸董灘難i鷲i
　　　上田市のビジョン　　役所のみ立派なものをそ三巳てても，住民　　校内各駅停車

　将来の上「「】市をどのように発展させは納得しないと思う。まず1∫1…に上川　2．繊維農学科

てい・：）たら地域経済力が向上し．住民の市に向う道路・交逝網など早急に整備　　人の寿命が70才台までll｝1びたが，本

生活が安定するだろうか。このことけ　し’中心街に人を集めなけれぱ商業の学fllもこれにおよぶ歴史を持ち，幾多

上川市をとり〔iliく1丘隣1町村にも爪：人力：発展は塑めない。なお出先機閲び）令同　の学術的，社会的τi献をなして今日に

閏述をも弘・必然的に共逓の運命をと　庁舎など地元負担金で渋っているよう　市っている，，人坐ならば一応そのiハ菩務

らせるものと考える。そこ’（ご最近の資ではいささか心もとないと思うがどう　をぼぽ終えて，過去をふり返り，これ

料を参考にして将来の∫ll通し在」迅ぺて　か。それとと1もに木学の将来に・：）いて　で，llか・ユたのかど【鞄，の境地に入ると

みたい。　　　　　　　　　　　　　もすみやかに計ii哨llたて，一・致．1湯力し　こるであるうが，学問α）進歩と後ホ1指者

　上川市の禰i攻施行は人正8∫「：5月。　て実行に移し．てもらいたいn　いド林）　聾成を担か’；ご：府にあ・パClj：常に厳lil：漉

県内でIA長野・松：イごにパいで宵く，jh　　　　　　　　　　　　　　　　　期さ汕，ll加：：ピ1；∵，時代の推移と共に1漉

制励帖些し“蝋こ梛ド川Fご：醐騒業試験場　　釦徽じk澗轍糊・ている・

㍑㍍繍1；；，1熟澱；1　上酬・新営　≧1：霊三；1潔鷲≧
気に乏しいという見方が強い。」．：川が　　長野日∫lli司川の木場と」：：川公「三細し1側の　：：L：業生物学“一ス1こ分かれ，早急に再

蓉し．よいというのも気候のためlllかり　丈場とはこのたび紐合され，」二川市塩編1戎されることを湯1：請さdLている。

でなく・のんびりしているためかも知尻lll島地籍に新庁倫を鍵設中である。　　内容的には前：1｝Yは桑で鞭を飼うとい

れない・　　　　　　　　　　　　現在・本館はできあがっているが，金　うことにとどまらず，学問的には分子

　硯在lll学校の改築二に事も完π1’し小学体は43年度中にうti成の見迅みである。　ζk物学的な1、”：場に．立って］i∫『究が進めら

校の改操が行われている。了1眠☆館，　　したψYって・職川の大音ll分は1日試験れ，業との結びつきについ・Cは人工飼

城下町の文化財を守るf蝦勿館も1泥備し　］1↓で勤脇しておられるが，上川支場に料］；∫，機械化養蚕の実現化への攻究に

教育面では他の市町村より進んでいる　ついては3月3｛）日に閉場式がおこ2主わ…歩踏み出した。1後者は発酵生産，二：1：二

らしいが’人目は長野・松本市に水をれた。約50年の川，地城※党の発展に難用廃水などの生物利川，工学的な原

あけられ・飯川了1∫についで4苗目、，市寄Jj・した功績1；賊ことに大きく，その理と技術を攻究寸一るソ〆向に鋒先を「（ilけ

の面積は18市中14笛こ日。したがって1閉場は1麟り惜しい気もするが，薪した。しかも学部内大半）クこ工学的色彩と

平方キP当りの人口密度は，ユ｝1曳下最伺い進展の光明はこれをト｝1トって和）ある　なり，文部省の方針も麗と工を分離す

の919人と愛知児なみ，飲み屋も多いであろう。支場のあとは上川公關の一・るプ∫向に動いているため，ド「1㍉学科

筈である。地方i交付税の交付審‘iは18市部として総合スポーツ関係施設が『棚三をどのように改倍し，再編成す勧う．・を

「1．1で下から3番ll1，嬉しいことかもし　されていると間く。　　　　　　　　　真剣に：｝1鴛討中であモ5。

れないが，過密入日と建物のため都市

言卜画も，思うにまカ・・世ない現斗犬である。

　これを解決するには，近隣1町村’の合

併と思い切った都∫1∫づくりであろう。

現在合併を中し込ん疹ごいるのは，川西

村，青木村，撫lll：｜1町，↓・i川町，東部町

扱城町であるbこれが実現すると人1：1

15コ∫の都市ができあがる。国道18号線

治いを二L場ベル1・地帯とし，菅平，湯

のメL高原の観光資源の1用発，別所，田

沢，沓掛の3温泉U…1の整備，川西，」川｛

日：IXドを中’心としたイ主宅葎rづくりなど魅

力にあふれた都市となる。し｝う・しこの

ようなビジョンを洞いても要はいかに

財団法人上田繊維科学振興会研究成希望者募集

第7何振興会研究助戊戊金交付希望者を次の要領で1募集する。

①　応募者は5月20日までに振興会理…1芋長あて中請書を］ノ逢出すること。

②　応菰者は個人または「協同研究とし，ある程度の成果を得ているもの

　　とする。

⑤　研究助成金交付決膓五は研究助成委員会｛1こおいて選定する。

④　研究助成金は5月末日卍でにi交付する。　　　．

⑤研究助成をうけたものは助成金の交付決定から1年をホ蚤過し，6カ

　　月以内にその研究成果を本会に提出しなければならない。

⑥中請二謝よ木会こ乾・て申し込めば送附する。若い∫1～｝の研究員の応8羅：希

　　望する。
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　なお，4年前から大学院修士過程が技官，上田繊功：卒，38才，1：［・111教授の　当している。

置かれ，講座は応用動物学，応用植物　研究をネ1田左すると共にアマの発Wなら　山本満涛夫（やま4己ニパ1：1；すお）鮫猫

学・微生物；湖び病理学・栽系・学及びびに繊維細1包の性椥こおよぼす環‡縁技官’イ訟繊lll粘26・h、ク林教］受の

土壊学・肥料学，蚕種学及び遺伝学，　件の影響を主テーマに研究している。　研究を助け，ノ1こ質分析り’肋，分析化学

養蚕学の6つとなっており，生物飼育加藤泰］E（かとう・やすまさ）助教授り撒力1補1左してい㍍，ぷ訪湖及ひイミ｛‘11

といった特殊事情力cあるにもかかわら　凍大農卒，40才，研究室は占、場の東端　三三川底征；tに川する研’コ1潟ご矢．ポ歎撹の｛1㌃

ず，助手定員は3つでこれを’教務技官　に位置・亡しており，関研究室と1司棟。植　那の4，と｝1行・．・てい妻1，。

が当っている。　　　　　　　　　　物生理苦とくにダイズの悲礎代謝・無　　関博央（せ、き・ひ乃二じり助］41i，上

　　　　　応用動物学講座　　　　　　機代謝を主テーマとしておられる。授　川．1、、1」：卒，53才，濃博，研究㍑ぱΨ：部

小泉清明（こいずみ・きよあき）教授業科目は，繊維植物学・栽培学汎li命・　構内の最東端《Z｝涼開1い㍑1あ♪：・平川の冗

京大農卒64才，理博，研究室は1日蒲生植物り験など。　　　　　　　　　　　　物f，薬属のホ聞胞学：的研究，ll川：l　ll’1救性

研，学域は広いが中心は陸水生態浮：，　　滝沢秀成氏が研究の助けをしている。　桑樹の宵成めイリ｜究を栢ね，賎1在，弓’の

水質問題，陸水生産分！呼にとり組んで　　　　　微生物及び病理学講座　　　　　一・部が：‘川的な‡fi汲の段脂｝ll・．，てい

いる。国際生物学苺業計画陛水部門の松尾卓見（ま・」お・たっけん）教授，　る。一方，i聡裟i縮病の礼1／1；性品｛1の限

ヨ三任研究員であり，また園際水文学事京大1｝！i（火学院）卒，48才，機博，研　礎研究及び涼1胡のlill織培五：などイ行，．，

業計画利水部門の国内委員鍛員・木猫制川木（貞三三）研，五職伽・珊ている識稔ど・，棚旗蹴どξ珊1

曾三川河口資源調査団のE［1長として活　群の分類三判1あ生態学的U「究を継続さ　しているく、

躍中・授業細は水質汚i蜀論’二醐廃れ，鮒ll・カリホノにヤ大物w．c．搬願（机洲，、・け・1、の紺搬

水　1・’公；轍゜働k学…；である・　S・yde轍授と1三｜米科；綱加1究を｛柏仁t、lll華捌：丸3眺関塀搬醐1

鮒離（さくらい’よしお）岨・進叩で樹慨授として刈1馴から究剖　佐す～1、と品に棚城ノ瀕識

上田鱒卒，40才・蹴・・」・獺授の波米される・他に二L業∫醗水中におけ桑判ミ織提蹴じcい与1、。1澱性

研究を珈ナ・水働］獄験を補佐して馴蜘とくぽ・糊眺態’坐理に桑卿戎蜘・麟樹醐㈱il鏡1珊寸

いる・淡水域の微生物生態・微生物に関する研究もしている。微坐物江植るU院牡テーマ剛腋してしぴ、

よる工業廃水処理などが研究の主テー物病騨・コこ業微坐物学を］1賠。　　　蚕綱及ぴ遺伝学纏

マである。　　　　　　　　　　　　　片瀬博子さんが研究補佐をしている。長島栄一（ながしま・えいい’（、）助救

他に坂晒肝さんと’北村粁さ古平硫（ばいら・よしのり）助教］受，鰯膿大麟，4蹴］舗、研フ法

んが研究の補髄している・　　授・蜘蚕専卒・4ぴ提博誹1ラ膣剛ヨ1撚熔畑1制い撤した日：蚕

武田晃（たけだ’あきら）助教授・九｝舶酬（利一）砺広く天鮪機イヒ幼蜘紋に開す雛ま姻鰭刷胱」

職（大学院埣・43才鴇胞研多慧合物の単離珊坐目噺魂力三は放酬し，木年胡日オ畷継購殻
室は嘩卿1冷畜の馴に関す謎継1の農薬雛に酬を・治き，植物病された．硯在はカイ・におけ絡醐多

理学的並びに生化学的脇剛・精子原菌に対す融王噺生1乍用のあ礪の質醗坐遺僻r醐究並びに蹴｛！kに

の鳳および靴について研究してい検索とその樹勤質の馴・豹牙継ど附る蹴を主にfテ。てい副瓢科，

る・牌・イ判スのケガリ・ジ大を行・ている・蝶科蹴蜘化学・目｛剛譜ぷ鱗，坐理ぷ：学西
学へ留学された。授業科目は畜産学原微生物工業論，発酵生産学，微生物化種学特論などを担当。

論・蹴動物戦ど・　、　　戦ど・　　　　　麟堅（たけい・り。う・〔消鋤
山田嘉子さんが確の補随してい若林昭子さんが郷の搬にあた・繊鰍繊僻，3拙長ll鋤搬

る・　　　　　　　ている・　　　　　　の蹴を助けぷ零重学撒翔剖、
　　　　　鯛植物輔座　　　繰報び土壌学・月巴榊　 している。硝肋担一マ畷夢1】酬
田口亮平（たぐち・りょうへい）教授矢木博（やぎ・ひろし）教授，九大農化に開する研究。

九大農（大学院）卒・58才，機博・研卒・63才・麗博・研究室は旧化学本館　　養蚕学講座

究室は酬沢艇房）研・雌・ク・（鉄筋）・階・土壌ll鵬欄分析が山碇次郎（滅ぐか猷じろう）

および繊維作物の生糎態学醜①院専門で・恥桑園にお脆i捌・につ搬，」、田詞：卒，6池農臨蹴

を行・ている・酬担当醐は働生・・ての研究訟代鵬による1勇水昧割従来鋤。カイ助1蹴紺端

理生態齢よび植物生盤態酬論と質醐する蹴・その他河川の司・質に造と機能力緻で識迎、蹄願胆，

麟嚇戦ど・　　　関する仕縫している・授業綱は土立場・・ら，ウ、ル剛。おけ～1、感轍

柳蹄夫（やなぎさわ’ゆきお）縮壌月巴群・分靴学珊鋤などを担構の綱剛苗1鵡電醐㈱1はど
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を用いて行っている。蚕種学・蚕休病大室農場で高冷地における桑栽培，牧4月から繊維学部長に選ばれ今日にい

騨および同編などを］旦当・　草・作㈱と蹴要因との蟷ヒ幽た。た．今離腿腱れ，、脚、

小林勝（こぼやい柱る）教務館する傾・をしている・　　　から選ばれて剛聴期婿長蹴任
信大蹴卒・3眈山1・閣受卿F究を附殿場醐務は制1蹴助氏と宮された．詞一ますご健康でご灘踏

補佐し・琳病騨・翻時実鴨摺沢甲子司氏が鰹1。i・康峡島醐，榊するしだいである。

を欄している・研究の・1三テーマは力増沢静・酬蹄司・’］・緯綱門，醒侃搬綱学部長に選任白樫侃

イコの胚子焙養。他に人二じ飼料育惹ご用　倉島留次郎’柳沢勝人・田申今朝喜の教授は4月1日付信少1・「大学繊維学部長

いてウィルス病の解眺している・　；瓶蛸・ている・　　　　｝醗令された．劇蝶音ll長は昭加8年
竹田寛（たけだ・ひろし）助教授，上　　昭和42年度卒業式継行　信州大学繊東京工業大学助教授に就任以来，東京

田茶専卒・50才・農博・研究日ミは旧電維学部zl’業式は3月10日∠F前1011寺から　工業大学に湘職，敗育に研究に活躍さ

欄蹴剛物・・　迭近そこにアイ・ト学綱d…とで行われた・パ細・｜・胴コにれ，かたわら・映略酬齢卿11q

一プ：撒い閲絢・謝1摘媚しゾ・・ぴ1よくf了翻吻い年であ・プこが，今眺瓢を湘噺・，酬1脇晒ドイツ

究馬燃の翻1蜘〔の分1順び翻1に卒雛如攻兄力Wはり多く見え盛大対ス，イ列一一・榔台湾蹴3

1腿す翻鵬カイ・げ・発搬虻対であ・次・，、洲…刷1因‘・担り191回蹴り蹴り硫に燃はた姻・12

す繍1物聯蹄0ミにカイ・臓嗣づ撒の糠4三に耐1］受・与，皆瀞あり，月に醐涼躍大判蔓・剛代蹴つと

棚襯の髭継ど¢・仕鞭している。つづいて，柳澱蹴1艦綴が継肪れ7。。脚幽・4戊川・1燃ユニ業

瀕学・蚕酬靴1三ll；蝉など棚．！］－1三にはげ糺の謙を〕宏り，蜘焔培名瓢授｝礁ぜられは寧通臓

嗣一行（泣か・か胸き）」1厄綱1は刷・1快澱酬部矧・上酬氏維工学の繊である．ll綱42刷ノ・礪

蝸蜘苓・iぱ怨博・伽職搬が代読された．最後麟眺を合ll，暑し州大糊授として繊維4剛、来任され

と共にアイ・トづ削細∫1・～随し，て卒業k瓢自嬰に輝き懐しの学園齢今度繊維学葦継に選任されデ、．新輔

群撒笑習渤物学鋤潮旨肌てとにそれぞれの㈱・雄躍して胸1。勧手1蹴ソくき馴徽かけ副ので
いる。　「カイコその他数種鱗翅日昆虫　た。　　　　　　　　　　　　　　　　ある。

の皮膚構造に関する研究」で今度東京　　昭和43年度合格者発表蹴昭和43年度　　学科主任等決定　昭和43年度の各学

鰍よ畔位搬与されゾ・・　　酬1プ・轍継部入学試　灸は胡23，科主嚥腿蹄，裸次のと剖継し

繊継学科卿務は滝沢晴子さんと24剛日行われた，ぷ膨鰯は繍僻部た。

西沢館氏が鱈・氷働ま山酬のおよび鯨（お茶の水女子大学），名繊維提学禾・｝　田暗平搬
一室を改築した旧人工晒化室に設けら　古Ei（名古屋プ（学二L子部），大阪（大繊維こE■科　　　　荻厚｝1清治教授

れている・　　，　　　阪大学1織部搬）の4卵賜で行わ繊維麟化学‡斗　北条蹴搬
　　　　　附　属　農　場　　　　　　れ，3月31日合格者が発表された。各繊維機械学科　　　　　志淑夫教授

蜘博（鶴だ・ひろし）助教授熾学零捌入鞘願都よぴ合瀦｝漱のホ酬化学工榔｝　隅田1駄1暇授
場長・上田蚕専卒・54才，研究室↓ま桑通りである。　　　　　　　　　　　共　通　学　科　　　　小山長雄教授

撫ll塞霊竃㍊：㌫：㌶蕊学禾斗別

を長年に亘り継続し，くるみについて繊維農学科

全国唯一の研究室である。農業科教育繊維工学科

法躍学実習麹当。　　　蹴工業化学科
．池・齪んが研卿けを・て・・灘劉鵜

c）o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿

田械光（たなか・しげみつ）胴，　計

元志1碩湛f’合格者・

181名　30名

347　　50

240　　47

285　i49

160　　40

倍率　附属堤場長　　　　町田博助教授

一一 @図書分館長　　　　会旺1源作教授6・0倍補泣委員長（前期）黒岩茂1隆教授
6．9
　　　　　　　　　　（後期）石川　博教授
5．1

　　　　事務職員異動
らコ　

4，0　宮原大正治氏　信州大学繊維学部事務

豆雨る亘豆蕗白倉＿銭発’少ll莫‡‡翼叢㌫

幽蜘・蝸綱：卒魂才’農博謝柳沢延騨部長定年退職柳沢繊維　　補佐醗令（前繊鵬部）

殿場として機械儲琳系に関する学部長は昭加5細月上唖縛門学鎧正一氏イ訓娼と工学部図舗
経営研究を行っている。この信大方式校教授勤務以来，その間昭和18年9月　　　　館係長に発令（前繊荊6学都）

の自動飼育装置は全国に普及段1｛｛ξとなから長野商等］：：業学校教授（現信州大宮下　貴森氏　信州大学繊維学部図書

り，養寮の近代化に役立ちつつある。　学工学部）に転任，昭矛rl26年再び本学　　　　分館係長に発令（前工学部）

上原1鋤（うえはら・しゅくすけ）助部に鰯，機榊紺三任，1璽1部館長小糊・公明氏儒州大学蹴学音障務

手パ甥蹴撫・南佐ク礎鉾，60才イ訓大学言’1識購要職を経て昭和41年　　係長心得に発令（前理学部）
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　日本生態学会・日本陸水学会開催　　小笠原哲也　グンゼKK　　　　　　　川上　千秋　ガデリウスKK

　上記両学会が大会委員長小泉清明先押金　信子　長野女了同窪’｝た校　　　　川村　長蔵　繊蒲i学部　大ε’］：似三

生のもと当学部主催で開催される。前金子　俊雄　敷島カンバスKK　　　　木村　通宏　紬膝整％ヒKK

者は5月31日から3日間，後者は引つ小泉　　進　田村5｛り常盤商事KK　　　：川丞　辿彦　信州大ぽ1：’｝：：部

ついて3日問おこなわれ，全国から数小松　幸博　金二工業KK　　　　　　久米　淑火　グンゼKK

百名の学者が参集する予定である。両近膝　武火　艶金興薬KK　　　　　　坂ll英輔　厚木ヅ⇒イPンKK

学会が長野県で開催されるのは今回が　佐津川　玄　田村駒常盤商輻：KK　　　酒本　義樹　人倣一♪同

初めてである。なお，陸水学会のほう　沢山　邦男　吉忠KK　　　　　　　　］：，｝立　孫・・一・・ゾラμタ製η＞KK

は会場の都合上，諏訪湖畔山ヨ三121が会　塩沢　1［1三雄　KK城rl膏製作所　　　　　篠ll：勝彦　絢1川化成．ll梁KK

場としてあてられる予定。　　　　　　杉浦　　勝　芙濃繊維二1業1くK　　　　沽水　秀雄　繊ホ1｛i学部1三：百研り翻・1

　　42年度卒業生就職先　　　ll轡弘美東洋メタライジングKK茅硲　　明細漏～1肺化」KK
　　　　　　　　　　　　　　　　　三劇1：米重　帝人加コニ糸KK　　　　　関11忠傭　日本化薬KK

織維農学科　　　　　　　　　　　　　土井　和士　広品↓1〔高校教n　　　　　高描　史明　，fll歌lh染工KK

秋田　　勉　繊維学部　大学院　　　　常盤輿寿夫　マルカKK　　　　　　　川　　　fi行　明成化”iタ工業KK

青柳　武夫　静岡共1（蚕糸KK　　　　　内藤　　典　蘇束興業KK　　　　　　塁島　　剛　繊棚｛1｝ξ部　人学院

非谷　　勝　十条製紙KK　　　　　　中日1建市　∫1∫田コニ業KK　　　　　　叩、じ、｝　膜jP・　　〃　　　　〃

上原　　武　KK藤栄商ど・　　　　　中村　朋義　矛ll根産業KK　　　　　　中W根弓夫　　　〃　　　　〃

尾和三智了・山即味1暫KK　　　　　　西野麿日子　モノマウント織物　　　　四村　邦ll召　二斗」化学コ業KK

大塚　照己　岩手県蚕業試験場　　　　ニニ宮　英三三　日本製麻KK　　　　　　野川　　猛　東洋繊維KK

金子　　博　長野県西筑摩地方事務所野倉　忠好　月1島紡制KK　　　　　　野中富士夫　山久炭索工業KK

上垣内郁夫　国立公衆術生院　　　　　畑　　宜則　中部旭紡爺旙重KK　　　　広橋　　満　繊維学部　大学院

川崎　平章　神栄生糸KK石岡こじ場　　花岡　昌和　プ1土1：紀紡績KK　　　　　　藤井　恒男　進浮：

久野　邦博　日本繊維二1業KK　　　服巻　εヨ平　佐賀板紙KK　　　　　貰畑　忠男　アガツマ精機KK

小林　　進　東京税関　　　　　　　肥後　庄一一堀田産業KK　　　　　宝永　菰男　繊維学部　大学院

小山　詔雄　日精樹脂KK　　　　　藤井　捕英　都築紡緻KK　　　　　前島　拓大　堀田産業KK

近藤　　徹　商知県蚕業試験場　　　藤木　信夫　rl本ビニロンKK　　　松田　芳穂　富山化学工業KK

佐々木史郎長野県養連　　　　　　藤「［1武久ス、1毛紡繊KK　　　　　村上　宰子帝人KK

芝野　　懲　KK明成商会　　　　　古川多麿夫　横井製絨所KK　　　　森本　丘利　｛謙農毎日新開祖：

清水　　治　繊維学部　大学院　　　　馬渕　　洗　日本繊維工業KK　　　　横沢　道明　ll本エステルKK

寺野　富雄　日本インカKK　　　　　村山　定光　帝人KK　　　　　　　吉見　昌治　日本ηこ織布KK

中込　譲治　紳奈川県蚕業試験場　　　山口　　徹　不∫川県鰍職員　　　　　　米本　　正　日本汕｝ll了KK

箱山　晋九州大学農学部大学院山1奇茂樹計則器工業KK　　渡部　豊昭和インク工業KK
花井　聖光　日本製麻KK　　　　　　山崎　英和　自営　　　　　　　　　　繊維機械学科

松原　　極　KK昭和堂　　　　　　　山田　泰宏　サイボーKK　　　　　　有本　俊克　自営

丸山　泰男　繊維学部　大学院　　　　乾　　秀雄　厚木ナイロン工業KK　　池田　明文　KK椿本チニイン製作川

目黒　和雄神奈川県蚕業試験場　　　江尻　公機　大和紡績KK　　　　　池田　憲治計則器工業KK

森泉　節江　埼玉繊維KK本庄工場　　凧間　武彦　特許庁　　　　　　　　市野　1巌弧三　日本トムソンKK

和田　秀夫　市川工業KK　　　　　　遠山　紘司　大阪大学基礎工学部　　　伊藤　国雄　ワシノ機械KK

繊維工学科　　　　　　　　　　　　繊維工業化学科　　　　　　　　　　伊藤　健雄　東洋エ機KK

天沼　清治片翁工業KK　　　　　青山　明子　繊維学部　大学院　　　井上統允繊湿学部　大宇院

板倉　紘三　信仰インテリアKK　　　畔上　政治　カロリナKK　　　　　伊部　信州　ll精樹ll旨KK

伊藤　俊文　東邦レースXK　　　　市川　信三　垣内商事KK　　　　　内山　豊国　大阪アルミニウムKK

井上今朝雄　鐘通工業KK　　　　　大和　公子　凍洋バルブKK　　　　　太田　豊和　敷勘カンバスKK

岩井　具美　亀山製糸1くK　　　　　　岡嶋　宏司　自営　　　　　　　　　　海沼　正邦　藤倉ゴムKK

宇佐美民夫　大東紡織KK　　　　　落合　武次　繊維学部　大学院　　　加藤　　泰　ヤマカ工業KK

大堀　　淳　持田商工KK　　　　　金沢　正善　東洋メタライジンKK　　久保　　進　冨士機ユニK正く
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卵縮石川雛蹴械KK　小林轍田・棚金属蝶KK　山本静護（　〃　）
’洲晴夫東邦・一スKK　　・』・林良一舛・ン化学KK　　相］1仁之（信州大学文理学部）
佐膝　　紘　日木ビニロンKK　　　　後1｝寮　勝洋　並木ナイロン工業KK　　繊維機械学専攻

期茂帝醗類K　　燃修’｝ヨ相一イルシール　　井上統允（イ酬大学繊維酬）
郡　　芙二　繊維学部一志研究室　　　　　　　　　　　　　　工業KK　　武田　秀助　（　　　〃　　　）

白沢秀則　〃i淋硝6蛋　蹴1馳術・屋KK　　　川耕直（　“　）
蹴勇愛三三蝶KK　　豆・撚矧川淋ナイ⇔コニ業KK　藤本功（　“　）
武F日秀助繊維lt｝ξ部蝉院　竹i‖！）幹夫繊維学部大学院　　望…成～（　〃　）
種谷　　剛　迎研鋼機1くK　　　　　　川中　武敏　自9［　　　　　　　　　繊維化学工学専攻、

搦i越　Jl三治　］栢」∫特凋三電線KK　　　寺川　栄一・　〃　　　　　　　　　　竹嶋　幹丈　（信引・1入学繊維学部）

徳永　箪徳　　卜｜本茄’嵩物加：L二KK　　　　　ll　jiil　仁忠　　〃

長尾　勇ヅこ1嗣職KK　　　　中北　IE信商分こ∫：．化学二L：業KK　　昭和43年度入学試験合格者

叩島　幹夫　航曽…自衛隊　　　　　　　　il癖尺　：月～宜　フリヂストンタイヤKK　繊維麗学科（27・名）

永野　洋二：酒井銭C2作川　　　　　　　㍉！川　　誠　愛知紡系責KK　　　　　井田　孝茂　：；1（都（加　　悦　　谷）

則制　敬吾　敷肪紡添貴KK　　　　　　平野　荘二：　1」本フィビリットKK　　入1・1・：広明　兵　庫（姫　　路　〕幻

1剛正隆III蜘二態KK　　平野馴日製麟KK　　内ll1貝lnl三火1坂（《k　　野）
藤井　　直　繊洞学部　ノくil院　　　　百il了i幾和　1，∫越電線KK　　　　　ヲミ橘　通成　」る　庫（加古川東）

膝本功　〃　〃　　古田棚新日本化日ξコ業KK　落合かず子艮野（：艮　　 皇予　　 i戊目）

前川日』奄郎　KK芝浦製作liji　　　　掘　　光ヅミ堤美：1二業KK　　　　　蘇生　博子　　〃　（　　〃　　）

前団　独夫　撒山ソレス　　　　　　松川　共栄　富山化学ユ：業KK　　　　蟹江　英彦　愛　知（桜　　　　台）

増戒　政三　自聾　　　　　　　　　松原　寛彦　力つオン化戚KK　　　ホ村　健治　大　阪（　　鳳　　）

水本　博晴　新プく阪造機KK　　　　　水n　裕敬　凍洋化学KK　　　　　　［訓支　次郎　岐　」；．（大　　垣　北）

緑川　利牽　信大工学部　大q∫：院　　　丁而角　宏明　大阪有機塗料KK　　　　窪田　一仁　　〃　（大　　　　垣）

宮下俊明KK巴川酬所　　1細　博興国人絹パ・・プKK　河野の好長野（1鋼莫蟻ケ崎）

棚鍛アガツマ精機1〈K　翻繊ペプシ‥ラKK　曽1見修埼玉（熊　谷）
酬月蹴ブ翔ぷ紅1＜　　渡〕刀1仁緑川誠蝶KK　4慨前銅」葺野（」二　　　1．日）
森　　　録i京都機械KK闘　　　　　波辺　」勝男　中央製毛KK　　　　　　田中　康司　大　阪（阪　　　　南）

議田㌶㌫㌻　昭和4罐大学融者1麟狸㌶il；
ll」口　広二　三和紙工KK　　　　　　繊維農学専攻　　　　　　　　　　　　永川　泰雄　愛　知（豊　　田　　西）

山木　忠雄　大凍製機KK　　　　　　　学肖水　　治　　（信州大学繊紺i学部）　船川真由美　長　！艮f（松本探志）

李　成一繊維学部大学1籏　　秋田　勉（　〃　）細嘆恵子　〃ω梛　姓ケ丘）
波部昌志林編継K　　　丸L［1翻（　〃　）松井政　〃（」二　｜：1、D
繊維化学工学科　　　　　　　　　　　　箱山　　晋　　（　　　〃　　　）　三帰義干代　大　阪（和　　　　泉）

青木　五郎　寺同製作所　　　　　　　繊維工学専攻　　　　　　　　　　　　望月　孝雄　静　岡（冨　　　士）

青沼　秀彦　信越化学工業KK　　　　　坂本　敏夫　　（信州大学繊維学部）　山岸　研一　長　野（丸苧実業）

秋山　境宇部化学1ζK　　　繊維工業化学専攻　　　　　山口　武　〃（」二　　田）
焼川　茂男　キセイ※品工業KK　　　　百山　明子　　（信州大弓ξ繊維学部）　山崎　信幸　　〃　　（屋　　　　代）

池田　利三　　日フド漁網船具KK　　　　　小笠原健二　　（〃　　　）　米谷　　戊」　奈　良（奈　　　　良）

井出裕三郎　東京特殊電線KK　　　　　　落合　武次　　（　　　　〃　　　　）　若嶋　滴人　兵　庫（尼　　崎　　凍）

伊藤　文彦　緑川化成工業KK　　　　川1寸　長蔵　（　　　〃　　　）　繊維工学科（46名）

尾坂茂i登己　　日木カーリットKK　　　　　盤島　　　剛　　（　　　　〃　　　　）　浅岡　　真一一　長　野（松木県ヶ丘）

小田　陸司　」｝三織興業KK　　　　　　　中島　暎子　　（　　　〃　　　　）　孜nl～紀光　島　根（隠　　　　岐）

菊地祐生r体繊物加：KK　　中働問子（　〃　　）州句利幸兵庫（姫路凍）
見学和三三郎　愈敷紡績KK　　　　　　　　広橋　　　満　　（　　　　〃　　　　）　榎木　浩和　和歌山（新　　　　　’宮）

児玉　和雄　花咲繊維工業KK　　　　　宝永羅方、1男　　（　　　〃　　　　）　太田　時雄　愛　知（名古屋西）
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小口　　明　長　野（諏訪清陵）　井出久美子　長　野（野　沢　 北）　岡利　　盟　工ξ　野（大　　　　町）

金子　守男　愛　知（時　　習　　館）　伊ll寮　信孝　北海道（北見北斗）　小布施敦久　　〃　（須　　　　坂戊

北浦　好一一　和歌山（伊　　　　都、　大沢あき子長　野（上田染谷丘）　川村　思彬　静　lll∫1（静　　岡　　東｝

北沢　修治長　野1赤　　　　穂、　大沢　一朗　兵・庫（白　　　　陵）　木村　元樹　長　野（・ヒ　　　　川〉

北沢　索夫　　〃　人長　　　　野、　太田　稲子　岐　阜（　　関　　）　高坂　　捉　　〃　（拭　　　　代）・

北谷　和章　香　川（丸　　　亀）　大西　菖造　プ（阪（佐　　　野）　小林　茂樹　　〃　（五野吉川）

工藤成美長野（長　　野　　西）　小川英治　三　〕丘（海　　　星）　小林利一　大　阪（東　fli　llr）

架林　和子長野（上　　　　田）　荻田　俊一　大　阪（商　　　　津）　斉膝　政行　：｝ξ野（松本県ケ丘）

小池三喜夫　　〃　（訓訪清陵）　鍵谷　徳治　　〃　（召三　　　野）　酒」卜健・・　　〃　（長野工業）

小寺　隆一大　阪（大阪工業大学）　川勝　　西　京　都（立　砧　館）　阪口　光司　大　llJ正（泉　　　　陽）

小林　利夫　長　野（長野吉日1）　窪田　敏克　岐　鐸，（叩　　　　津）　阪田　政和　兵　川・：（↓1∴コ1’1龍野）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1小林　是則　　〃　　（屋　　　　代）　黙岩千思子　長　野（長　　野　　了∫LD　島川　」1三魏　徳　、「，‘（城　　　　巾）

坂本　　修　鳥　取（八　　　頭）　甲田　能法　茨　城（土浦第・一・　i［｛i本　lll』：火　岐　阜（大　　垣　　北）

佐縢　　猛大　阪（寝　屋　川）　木木　秀…兵庫（神　　　戸）　川沢　1り｜徳　K野（屍　　　代）

イ左野　矛rl男　愛　知（爾　　　　1葛）　小ホ木　長夫　長　野（麗　　　　代）　谷1．l　I郎1～兵　庫（県rぐ’：日口lilの

清水正容長野（」二　目；1　『「・　［UJ）〔［川　茂大阪（盤　　中）ll｜川貞ノこ滋賀（川三　　弛）

杉浦　清治岐　阜（岩　　　村）　田丸敏明　　〃　（凍　住　吉）　ll｜沢富爽汝i〔長野（上　　　　川）

管沢　　守長野（プく　　　1町）　中朱：芳樹兵庫（西墨宮　膓E）　lll村　秀澱長　崎（、じ、～　　　1111：）

高沢　喜一長野（須　　　坂）　辻日：｜和彦愛媛㈱i居浜西）　仲吉　宏隆大li反（春　ll　蕊：）

高塚　浩剛　静　岡（浜松城北工業、　出lll卓良　千　薬（千葉工商）　鳴本　博史　1」l　n（筒　　　　水）

武田正剛長野（松本工業）　職U‖午思子長野（長　野　i目）　西坂光U三、『，｝根（益　　　田）

竹前　　茂　　〃　（長野工業）　咽翌悦郎lz｛勘（宿　道　北）　野田　※造岐阜（岐　　　山）

谷口　真澄鳥取（鳥　取　西）　中嶋和彦大　阪（桃　　　谷）　橋村康広京都（職　1　｜贈野）

田村　　裕長野（上　　　田）　中島　　隆長野（犀　　　代）　深沢悦治長野（松1：本1貼ケ丘〉

徳永達夫　　〃　（須　　　坂）　中畑寿美子　　〃　（諏訪二藥）　福本照久w阪r箕　　　面）

中島　和広愛　知（刈　　　　谷、　仲村　　寛大　阪（市　　　　lrl7D　丸山　健二　兵　庫（県立澱II初

中村　宗知　長　野V上　　，　閏、　申山　悦昭　大　阪（生　　　　野）　水野　☆男　愛　知（松　　　　蔭）

西岡　孝彦　香　川1高　　　．、松、　長山　淳哉　商　知（高知追｛斗前）　峯村　道敏　新　棚（i百川北原）

西山保男長野（長　　　野）原田和子長墨予（訓～訪二薬）陶井省二広、島（こ三　　llll）

能勢健吉兵庫（出　　　石）森川道雄長野（松本県ケ丘）村田　広石川（錦　　　丘）

林俊二東京（城　北）八木☆文神奈川（厚　木）森野握蓬司大阪（金蘭干里）
日野　博明　長　野（上　　　　江｜）　安田　　純　愛　知（名　宙　麗）　山岡　俊二　福　井（藤　　　　島）

福島　蒙大阪（山　　　本）柳　昭一長野（松本県ケ丘）lll岸秀樹艮野（屋　　　代）
福田　隆行　　〃　（今　　　宮）　吉田　博司静岡（浜　松　西）　山崎隆夫石川（L：　　　尾）

松田宗万奈良（畝　 傍）吉田雅雄神奈川（小z田『原）山本 勉奈良（郡　　llD
松本栄一郎石川（金沢桜丘）　繊維機械学科（47名）　　　　　　　吉澤秀樹　艮　野（松牢膓1㌧ケ丘）

望月善夫大阪（今　　宮）安部雅三石川（羽　　咋）和田吉弘大阪（高　　槻）
森　　竹典　愛　知（一　　　　宮）　池見　　斎　大　分（奔　　　　鶴）　繊維化学工学科（38名）

薬師神忠市愛　媛（野　　　　村）　石川　英治愛　知（桜　　　　台）　石山　正泰　大　阪（商　　　　津｝

山神　　泰　大　阪（清　水　谷）　石丸　　忍　島　根（松　江　北）　猪爪　孝一　長　野（松ホ』～ケ」勤

山下　幸二　福　岡（明　　　　善）　磯部　　暁愛　知（名古屋西）　岩田　　隆　長　崎（長　崎　猟）

繊維工業化学科（39名）　　　　　　　井上　英夫　　〃　　（東　　　　海）　大石　節子　静　岡（掛　　lll　西）

青柳　一男　山　梨（甲府第一）　入沢　　徹　　〃　（昭　　　　和）　小野　要二　　〃　（伊　　　　東）

朝山　勉大阪（明　　星）岩井　章長霊野（松本；県ケ丘）金井良うセ長野（上　　田）

井奥高夫　〃　（　鳳　）岩井索夫兵庫（県立芦屋）神谷霊保徳愛知（刈　　谷）
石井典子　香　川（高　　　　松）　大平　加宜　高　知（追　乎　前）　久世　享台成　三　重（　　津　　）
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‘”’画亀”句ト｛・“・・”・・へ｛・’・w・・…w㌔’～・∨…～・・w・㌔・・∨・．，～’・Ω’・w・㌔、・，、．，，．｛，．・．．，・㌔，内、ハ｛。、．w∨4

　　　　　柳沢延房先生退官記念品募金

　　融啓瀦の候益々ご清祥の段賀し山ヲ・ます。さて柳沢延房先生には

1　　　　　　繍≧禦1難一志淑夫　　告・木部総会出席幸1±告・言己鏑囎濡

　昭綱3年3脈Flをもって信ソ・H大学より隅・ご退官｝こなら端した．先　　宮城支会“だより

生瞳めてこ酬で・ご退官のの踊・醐聴微学の鞭として一層　僻11月剛いて、、熾鑑会が，

　のこ灘が鵬されておはすカミ・通鱗・：2・数年醍きにわたるイ訓培今聯酬総の後に，その出喘か

　のこ蜥に終止継打た麟したこの機会に，知友，門弟卵・かり姓　ら，酬の網酬きなが醐こうと
　の多年のこ功緻にたいして感謝の微意を表するため・下∬己要領により記　　いうので，師走の9日，仙台市内翠風

鋼：業を日凧・たはした・綱脈澗ご多鞭折，誠に恐締ではござ　1脚綱、プ、．働1酬し瀦29名の

　いますがこの趣旨にご賛聞！嚇り・ご協加埼願叫・上げ討。　　う♪、，胤刎7名の参集澱，り，会は

，　　　　　柳沢郷銑○｝退煎i奮・懸金会獺嫁　　　　　　脳波銀¢）あいさつに続き，会計報

　

　　　　　　　　　　　記
　　1．　記念事業　　　記念日11Jl氾1と

　　2．　　5芸金ンゴ浮ミ　　　］　1・1　500P｜以」二

～　　3．　荻金期間　　昭和43年8月宋日まで
；・・払込フ・法な・（・ぺく搬替唖棘・3…をご別1］下さい。

1．．　　　（柳沢姓退’醜飢と1リ1記して下さい）
‘’φ’”⑱白’叫’’’”ハ”舟’”㌦”ww”頃φ’w’、“’㌔・～＾・”∨“・’“・｛ハ・”令・・’㌔・““・㌔⌒・～内．’・w・㌔，㌦，w、∧｛．w，

小林締長馴長野西）畑齢富山（富山凍）・Cあ。たことと，酬総会棚苫縮で
脳速雄愛知（時習6fo槻蹴奈良（奈　良）馴や蜘周辺の頗を馴1靴と
禦醐⊆馴津）松本矛峡大阪（和　　　　泉）が蹴1司じ細蹴喰。瀦1疏
緬伸治兵舶市・フ珊宮）丸山舗長馴胸・県ケ丘）の「気安さ」「きずな」と、、うような

竹内猛大阪（山　　本）三戸　純兵庫（県立西宮）も纏勅うことが1牒批螂では
田中瀕滋賀（膳　m鶴｝1飼三重（神　戸）ないかと即よれる。
帥広長野（野沢北）頑民五¢広島偶道北）宴飢まことに賑やかであ。た。お
富川継大阪（北　野）椰1僻〃（崇徳学園）互いの自己紹介を縮りながら盃を重
喘噛兵劇姫路東）矢墾｝鰍長蜘野沢北）ねると塙然購の郷癌援歌が飛
ヰIll鷲”．（卸　影）胴う陥康愛知（東　海）び鵬年…回歌焔なっか・い歌

と進み，宴会に入って，自己紹介，寄

せ：部き・役員のヱ：選簿を行い，盛会裡

に終ξ5ことが出来言：o

　今回の特微は，今・までより老先罪の

瀕が少なく，参集者の41三代が10年位若

くなって，鴻ネルギーが1圧溢した感じ

酬蹴東万・（北多摩）U個泉新潟（明　訓）だと隅ま，噺熱が入。抽のであ
伽1聯欄1時黄須賀）山村刷〃噺　潟）る．特｝・，輔鞭のパ。パは，舗
藤松仁長野（松線ケ丘）山本㈱愛知（春日井）いが入。て，よか。たが，後雌繊
古川淳二三馴上　野）棚継大1坂（東住吉）りはしな・・かと．、ラ．、ラさせられた。

別肝穂子鳥咽米子東）波辺げ子長野帳野西）酬ア好・・壷祢郷の御髄もあ

特許・実用新案。意匠頁商標

　　出願・訴訟・鑑定

浜特許事務所
東京都港区新橋1の15の4

堤第一ビル4階東　京　（59τ）　0764・0765

弁理士　浜　　　香　　三
弁護士　中　　猪　之　助
6千曲会員　　福　　島　　鋼　治　郎

海外に飛躍する

北野建設株式会社

取締役社長　」ヒ　　野　　次　　登

長野市県町524電代（2）1201
東京都中央区銀座1の5北野ピル　電大代（562）2331

大阪市北区堂島浜通り1の25新大阪ビル電代（344）2366

松本・高田・ジャカルタ
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　って，酒が尽きなかったため，一人と　られた数時間であった。　　　　　　費の納入向上を期すこと，会員名簿の

して帰りをいそぐ者もなく，長時間に　願わくは先生も壮健で今後のこ健斗作成について10月発行予定の本部計画

亘って，歓を尽すことが出来たことを　を祈るや切である。　　（矢口徹記）　に全面的に協力すること，および会員

　　　　宮城県繭検定所菅原吉隆　　　上小支会総会だより　　　　ならぬことを痛感する。この7年間に

　　蒲生先生久しぶりの来松〃　　　早春とはいいながら信濃路には残雪　1～4回卒生でたしか10余名は他界し

　　旧膿8日農林省蚕試中部支場長さんが見られる2月24日午後2時・上小支子いると聞く。私の財布の内身と同様

から蒲生先生来松の連絡を受け，同支会総会が上田市繁華街万菊で開催され減るとも増えはせぬ。悪友相集う，又

場の水沢さん，片倉研究所の窪田さんた。今日は会員のなかに他の行事と重楽しからずや。　　　　（戸倉八峰）

と3人で幹事役を受け，比較的松本市複して都合のつかない旨の連絡が多か

に近い千曲会員のみなさんに連絡をし　ったので出席者もはたしてどうかと心

ささやかではあるが松本郊外の悟三荘　ひそかに案じていたが，幸いご元気な

にご多忙な先生のお出でを願い同志一　倉沢美徳先生を始め新進の会員の出席

堂に会し懇親会を開催した。　　　　も多く40名と盛会であった。会は倉沢

　先生の来松は全く久しぶりで，何時秀一副支会長の司会によって，池田俊

もと変らぬお元気なお姿を拝見し，若郎上小支会長から支会の活動状況，抱

者をしのぐ母校に対する情熱を吐露さ　負について挨拶があり，ついで竹内彦

れ，集る会員も先生のお話にヤンヤの保幹事長から会務報告ならびに会計報
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと。広告料は一買1（21．5伽×14．5㎝）ても次期総会に提出することにきまっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　8000円，　％］互（10．5c加×14．5c？η）4．000　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　円とし，外にクラピヤ％頁広告は20．0

　　　　醗腱会酬　・・円・す・・支会・協・・依頼鮒・　動静部銅会開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　と。会社にも’協賛広告がた依頼状を出　　3月4日動静部委員会開催する，出

　　2月3u杣会館におぽ守i聯・脚すこと・　　　　　席者は松沢秀二卿外僻科から蹴
会を緖ｱた・川｝1綱・継酬・・｜・・長（・職火災酬資鋤姻・・ついて糎酬席し鰍・・醗刊予卸酬

醐滞・潤1搬川「・鰍郎li醐・厚細湘・に燃する・とをめどにそ会醐¢・について蹴した．酬の規

曇：尺蕊㌫14票：　∵11、濃1漂∵罐；撚1≧‘綴㌶讐ぎ

条楡・関賑融沢秀二・紺蜘8・脇i三鵬金してあるが，・れを釧‖，情，会捌を雛ホする．各鞠

略卿で・小刷鯉1臓麟殴雑としレc・酬子を蹴綱1舌鵬クラ・から3徽をクラ剛1側綴
つとめ川…〃1測」231≡1醐28剛・嬬叙する察・　　　　　員にな。ていたぽ湘禍、ら蹴を送
竺卿会に一憤れナ・糊につぽ（・府U酬呈新について酬会報のるので鋤について訂」1三して送り返し

繍した・　　　　　内翫難ともな・て蹴纐等増てもらぱ］｝雀剛胸榊とする．名
（1）澗酬：ゆいレ鋼激で・・人以し獅費・野算よ曙しく勒1していη㈱で軌醐棚鍋のないよう
」・15人以内と鎚ているの’ぐ靹卿｝・るので予》xの追加鞭をし次の〕潤事斜・する。

および上小支会理事口卜15名を’li『i防珊事　に提案すること。

とする・と・　　　　　倣鮫船について，覗絞会が　袖会報糠麺会開く
（2）獺名働発行について｝ま規齢扱・ている鋤・対・しては継鍛の3脚［1蹴獺会酬俄，小嚇

B5版とし鵬；き昧業‘1脚・1を・1・｝・3・％破鍛付金とし還元しているが縦外糠員聯して鍋Nd69号編

支鍋脚需翻別酬’謙する・動搬桧を緬しな・・醐鉢部に納す継つ・・て㈱．鞍，入学と鞭§己

嚇にして醐務醐の棚韻をなる劉・ついても・・微支会に還殻獅多い号として内容職を旨1・る．予

くすること・蹄鵬を入れるように付すること｝・ついて｝歌期総に糠雛越えるの酬みだが会員の，16＿の

する・11肋総会に醗刊淋μ隔する・とにな・た．　　　連徽関であるから蝋な酬舗の
ようにする。会貝名簿の会社広告募集　　（6）その他，支会の区域が複雑なとこ　編集とする。

については主として支会の斡旋による　ろもあるので一部支会の編成替につい

　　　　　会員動静　　1547－U治舎1一103勤前のとおり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水口　米雄　蚕　28（S16）北　信　長野県庁商エ部振

三輪蜘蚕ユ3（T・5聯岡静岡県浜松市馴　　卿長副縛（副予，楠県町）㈹鐡市醒

　　1咀46の1　　　　　　　　　　　野68－8
tLl本友之丞劇5（S　3）宮城（住）　ll台醐‖ピ鰍元一蚕28（S・6）兵庫榊大犠輔園

　　2－15－29輌のと綱　　　　　　酬学酬・｝1肺灘区押台町・）（住）‡　1戸樋
浜村諺蚕19（S7）北信猷麟技術指導　　枢南多聞台7－・明酬子団地C46＿、15

　　順（長野市県田∫）　　　　　　湖砒呂夫蚕28（S16）安筑輪労嶋酬長
鵬貞雄蚕20（S8境埴働1｝鞭級農業高　　（松本献手1－4－3）
　　鞠鎮（長野市篠耕）　　　　　タト村舗蚕28（S・5）上小上醐抽・，轍
鰍伝蚕26（S14）北信長酬’壌政部蚕　　（上田市）
　　繍酬帳野了楠県町）　　　　　山由奇椿蚕3・（S・7）北信長卿ミ庁躁蹄
滝沢　昌一　蚕　26（S24）束’京　国際機械振動研究　　　　　理室室付（長野市南県町）

　　疎雄搬搬醗本部鎌鯨支＋i・長（鯨都　渡辺6ひ蚕3・（S18）・1ヒ佐久浅間中搬（長野
　　継西新橋3－19）（住）鯨都練駆高野台525－11　　県佐久市岩村田）

菊地　六郎　蚕　27（S15）山　陽　グンゼ蚕種事業部　　米沢弥習夫　蚕　33（S21）北佐久　長野県蓼科高等学

　　（東都府綾部市背野町）（住）綾部市青野1町西青野9　　　　　校（長野県北佐久郡立科町）

松田　　栄　蚕　27（Sユ5）山　陽　　（住）広島市翠町　　馬場　忠貞　蚕　34（S22）群　馬　蚕種協同組合干曲
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　社前綱蜘順㈱喬・刷［｜・∫宇翻・前）　　　㈹酬刷1　剛小川∫］齢，

幅弘蚕35（S23）愛知力・リナKK制・1］・rド鮒1　川（鋤・い1’欄；｝1紺（肌
　　営劉r（名掘，陳IX赤ネ炎1　r　3－33㈹愛4111↓冊　　膓MWI1；三｛・：部1‖D

　羽酬繰川劇僻1、臓12　　　　　蜘武』1㍑（S2：り，い川紺1財：撒術
神津昭蚕36（S24）上小長‖・蹴子実業高等　　余i｝閻1捌細㍑㌧1糊燃蝋（ll｛：｝；川川暇
　　学校（長野県小県那メL刊∫）　　　　　　　　　ケ関2－1）（臼1）川・’印北㍑ll　咽1戦宇制；70

梛、，酬蚕37（S25）・1ヒ倣小諦州1棚（長　1減l／C人llB（1（S鋤・1・小・焔荊1｛U郎

怜野県小諦市）．　　　　　　　　　　　　　　胴・↓剛斌イ1村kl代：川

塚田修一蚕38（S26）埼玉㈹∫‖｝ヨ三鰍父　姓…lll時・22（S　l｛｝）f　1．］．：llL川ICKK淋

　　市日野日町仁10－3勤聯〕初とおり　　　　コ場北σ緋｜｝川　・川脚）

篠原　宏蚕38（S26）北奥∫治：礫KK・剛1　」珊↓ll’↓パ・23（S：m］1｜↓1；川・蹴K1醐・　1

　　工場（岩乎県來剃郡千厩1町脇谷6）　　　　　支店（住）1｛ll眺跳川｝ば川12G5

上原鯛作蚕4（S31）北佐久北御牧中；蹴U吉　永野裕貞品3：パS　19）lll㍑U咄日i、1獅；間

　　野県北御牧村）　　　　　　　　　　　　　　　　　貼川妥q．1円dl掬即llD

宮沢左門学繊12（S39）愛タミll∬醐繍　KK齢　1：翻1敦力’・3・［（S22）1「41・Ll脚’恒：／：》

　　研究所（愛知県春日井市上lnりU町2615）．　　　　　　　1長！IWI」二llhlf）

村本茂樹学繊13（S40）1⊥l　l｛‘ヅ岡山大学那業制勿　　1竜沢　隆1：糸3uS：！2）」：小小1□lil小パ；1：1艮
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